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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
多成分複合コーティングであって、
　該多成分複合コーティングが、第１の組成物から堆積される第１のポリ尿素層、および
該第１のポリ尿素層の少なくとも一部上に塗布される第２の組成物から堆積される第２の
ポリ尿素層を含み、ここで、該第１の組成物および該第２の組成物が互いに異なり、そし
て該第１の組成物および該第２の組成物の少なくとも１つがポリウレアコーティング組成
物を含み、
　該ポリウレアコーティング組成物は、以下：
　イソシアネート官能性成分およびアミン官能性成分、
を含有する反応混合物から形成され、アミン基の当量に対するイソシアネート基の当量の
比が１より大きく、該イソシアネート官能性成分　対　該アミン官能性成分の容量混合比
が、１：１で基材に塗布され得、そしてここで、イソシアネート官能性成分の少なくとも
１重量％は、少なくとも１種のポリイソシアネートモノマーを含む、
多成分複合コーティング。
【請求項２】
イソシアネート基の当量　対　アミン基の当量の比が、１．０１：１．０～１．１０：１
．０である、請求項１に記載の多成分複合コーティング。
【請求項３】
前記イソシアネート官能性成分が、イソホロンジイソシアネートを含む、請求項１に記載
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の多成分複合コーティング。
【請求項４】
前記アミン官能性成分が、一級アミンおよび／または二級アミンを含む、請求項１に記載
の多成分複合コーティング。
【請求項５】
前記アミン官能性成分が、２０重量％～８０重量％の一級アミンおよびその残りの成分と
しての二級アミンを含む、請求項１に記載の多成分複合コーティング。
【請求項６】
コーティングされた物品であって、以下：
　基材；および
　該基材の少なくとも一部上に堆積される請求項１に記載の多成分複合コーティング、
を備える、コーティングされた物品。
【請求項７】
前記基材が、乗物基材である、請求項６に記載のコーティングされた物品。
【請求項８】
コーティングされた物品を形成する方法であって、以下：
　基材を提供する工程；および
　該コーティングされた物品を形成するために該基材の少なくとも一部上に、多層複合コ
ーティングを堆積させる工程であって、該多層複合コーティングが、第１の組成物から堆
積される第１のポリ尿素層、および該第１のポリ尿素層の少なくとも一部上に塗布される
第２の組成物から堆積される第２のポリ尿素層を含み、ここで、該第１の組成物および該
第２の組成物が互いに異なり、そして該第１の組成物および該第２の組成物の少なくとも
１つは、以下：
　　イソシアネート成分；および
　　アミン成分、
を含む反応混合物から形成され、該反応混合物中のアミン基の当量に対するイソシアネー
ト基の当量の比が、１より大きく、イソシアネート官能性成分　対　アミン官能性成分の
容量混合比が、１：１で基材に塗布され得、ここで、イソシアネート官能性成分の少なく
とも１重量％は、少なくとも１種のポリイソシアネートモノマーを含む、
工程、を包含する、方法。
【請求項９】
前記反応混合物が、クレーをさらに含む、請求項１に記載の多成分複合コーティング。
【請求項１０】
前記反応混合物が、さらにシリカ含む、請求項９に記載の多成分複合コーティング。
【請求項１１】
前記アミン成分が、クレーを含む、請求項９に記載の多成分複合コーティング。
【請求項１２】
前記アミン成分が、さらにシリカを含む、請求項１１に記載の多成分複合コーティング。
【請求項１３】
前記クレーが、モンモリロナイトクレー、カオリンクレー、アタパルジャイトクレー、お
よび／または海泡石クレーを含む、請求項９に記載の多成分複合コーティング。
【請求項１４】
前記基材が、ガラス基材を含む、請求項６に記載のコーティングされた物品。
【請求項１５】
前記アミン官能性成分が、アクリレート改変アミンおよび／またはメタクリレート改変ア
ミンを含む二級アミンを含む、請求項４に記載の多成分複合コーティング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願への相互参照）
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　本願は、米国仮特許出願番号第６０／６０６，６６１号；同第６０／６０６，６７０号
；同第６０／６０６，６３８号；同第６０／６０６，６７２号；同第６０／６０６，６３
９号および同第６０／６０６，６６２号（全て２００４年９月２日に出願された）に基づ
く優先権の利益を主張する。
【０００２】
　（発明の分野）
　本発明は、基材に塗布される多成分コーティング組成物に関し、特に、腐食、摩耗、衝
突ダメージ、化学物質、ＵＶ光および／または他の環境条件からの保護を提供することに
関する。
【背景技術】
【０００３】
　（発明の背景）
　コーティング組成物は、自動乗物のコーティングおよび／または塗装を包含する種々の
産業における使用を見出す。これらの産業、および特に自動車産業において、かなりの努
力が、改良された性能（保護的および審美的の両方）の特性を有するコーティング組成物
を開発するために費やされている。自動車産業において、コーティングは、保護目的およ
び審美目的の両方のために種々の構成基材に塗布されている。コーティングは、腐食、摩
耗、衝突、化学物質、紫外光、および他の環境曝露に起因する表面的な損傷（例えば、へ
こみ、引っかき、変色など）に対して、乗物構成材を保護するために使用される。さらに
、有色の顔料を含む（ｃｏｌｏｒ　ｐｉｇｍｅｎｔｅｄ）コーティングおよび高い光沢の
クリアコーティングは、代表的に、乗物本体基材に塗布される場合に装飾コーティングと
してさらに機能する。多成分複合コーティング（例えば、カラー－プラス－クリア（ｃｏ
ｌｏｒ－ｐｌｕｓ－ｃｌｅａｒ）複合コーティング）は、これらの目的のために広く使用
されている。これらの多成分コーティングは、電気泳動被覆法または非電気泳動被覆法を
含む１つ以上のコーティング方法によって基材上に塗布される、６までか、またはそれ以
上のコーティング層を含み得る。
【０００４】
　ポリ尿素エラストマーは、コーティング組成物に共通して、基材に保護を提供し、そし
て基材の特性を改良するために種々の基材に対して商業的に塗布されている。ポリ尿素組
成物は、耐食性を提供する処理用装置のコーティングについての産業用途において保護コ
ーティングとして使用されているか、または種々の攻撃的な環境において充填材およびシ
ーラントとして使用されている。さらに、ポリウレタンエラストマーは、路線気動車（ｌ
ｉｎｅ　ｒａｉｌ　ｃａｒ）およびトラックの荷台に使用されている。気動車およびトラ
ックに対するこのようなコーティングは、表面的な損傷からの保護、ならびに腐食、摩耗
、衝突ダメージ、化学物質、ＵＶ光および他の環境条件からの保護を提供する。
【０００５】
　しかし、特定の先行技術のポリ尿素コーティング系は、基材に適切な保護を提供するか
、または基材の特性を改良するそれらの有効性を阻害する欠陥を有することが公知である
。例えば、公知のポリ尿素コーティング組成物は、基材または下にある他のコーティング
組成物上の流れを阻害する、比較的高い粘性を有し得る。また、特定のポリ尿素コーティ
ング組成物は、先に塗布されたコーティングまたは基材自体に対して、乏しい接着特性を
有し得る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、先に塗布されたコーティングまたは基材に対する接着を増強し得、そして
／または、より長い期間にわたってコーティング組成物の流動可能な状態を改良する比較
的低い粘性を有するポリ尿素コーティング組成物を提供することが、望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　（発明の要旨）
　本発明は、ポリ尿素コーティング組成物に関し、このコーティング組成物は、イソシア
ネート官能性成分およびアミン官能性成分を含む反応混合物から形成される。アミン基の
当量に対するイソシアネート基の当量の比が１より大きく、イソシアネート官能性成分　
対　アミン官能性成分の容量混合比が、１：１で基材に塗布され得る。
【０００８】
　本発明のさらなる実施形態は、基材および基材の少なくとも一部上に堆積されるポリ尿
素コーティング組成物を備えるコーティングされた物品に関する。
【０００９】
　本発明はまた、多層の複合コーティング（多成分）に関し、すなわち、このコーティン
グは、第１の組成物から堆積される第１のポリ尿素層、および第１のポリ尿素層の少なく
とも一部上に第２の組成物から堆積される第２のポリ尿素層を含む。第１の組成物および
第２の組成物の少なくとも１つは、イソシアネート官能性成分およびアミン官能性成分を
含む反応混合物から形成される。アミン基の当量に対するイソシアネート基の当量の比が
１より大きく、イソシアネート官能性成分　対　アミン官能性成分の容量混合比が、１：
１で基材に塗布され得る。
【００１０】
　さらに、基材をコーティングするポリ尿素を形成する方法が、提供される。この方法は
、アミン基の当量に対するイソシアネート基の当量の比が１より大きく、イソシアネート
官能性成分　対　アミン官能性成分の容量混合比が、１：１で基材に塗布され得るように
、イソシアネート官能性組成物およびアミン官能性組成物を選択する工程を包含する。イ
ソシアネート官能性組成物およびアミン官能性組成物は、反応混合物を生成する容量比で
混合される。
【００１１】
　さらに、本発明は、コーティングされた物品を形成する方法に関する。この方法は、基
材を提供する工程、およびコーティングされた物品を形成するために基材の少なくとも一
部上に多層複合コーティングを堆積させる工程を包含する。多層複合コーティングは、第
１の組成物から堆積される第１のポリ尿素層、および第１のポリ尿素層の少なくとも一部
上に塗布される第２の組成物から堆積される第２のポリ尿素層を含む。第１の組成物およ
び第２の組成物の少なくとも１つは、イソシアネート成分およびアミン成分を含む反応混
合物から形成され、反応混合物中のアミン基の当量に対するイソシアネート基の当量の比
が、１より大きく、イソシアネート官能性成分　対　アミン官能性成分の容量混合比が、
１：１で基材に塗布され得る。
【００１２】
　本発明は本要旨に開示された実施形態に限定されないことが、理解されるべきであるが
、特許請求の範囲に定義される本発明の精神および分野の範囲内である改変を網羅するこ
とが、意図される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　（発明の詳細な説明）
　操作の実施例以外においてか、または他に示される場合、明細書および特許請求の範囲
において使用される成分の量、反応条件などを表す全ての数は、全ての場合において、用
語「約」によって修飾されることが理解されるべきである。したがって、それと反対のこ
とが示されない限り、以下の明細書および添付の特許請求の範囲に示される数値的パラメ
ーターは、本発明によって得られる所望の性質に依存して変わり得る近似である。最低限
でも、そして特許請求の範囲に対する均等の原則の適用を制限することを試みるようにで
はなく、各数値的パラメーターは、報告された有効数字という点で、そして普通の四捨五
入の技術を適用することによって、少なくとも解釈され得る。
【００１４】
　本発明の幅広い範囲に示される数値的範囲および数値的パラメーターが近似であるにも



(5) JP 4828536 B2 2011.11.30

10

20

30

40

50

関わらず、特定の実施例に示される数値は、できるだけ正確に報告される。しかし、任意
の数値は、それぞれの試験測定において見出される、標準偏差から必ず生じる本質的に特
定の誤差を含む。
【００１５】
　また、本明細書中で列挙される任意の数値的範囲は、本明細書中に包含される、全ての
部分的な範囲を含むことが意図されることを、理解すべきである。例えば、「１～１０」
の範囲は、列挙される最小値１と列挙される最大値１０との間（そして、それを含む）で
ある、全ての部分的な範囲を含むことが意図され、すなわち、１と等しいか、それより大
きな最小値および１０と等しいか、それより小さな最大値を有する。
【００１６】
　本発明の開示において、「ポリマー」は、ホモポリマーおよびコポリマー、ならびにオ
リゴマーを含むポリマーを意味する。「複合材料」は、２つ以上の異なる材料の組み合わ
せを意味する。
【００１７】
　本明細書中で使用される場合、ポリマーまたはオリゴマーの分子量は、適切な基準（多
くの場合、ポリスチレンまたはスルホン化ポリスチレン）を使用するゲル透過クロマトグ
ラフィー（ＧＰＣ）によって決定される。他に示されない限り、分子量とは、数平均分子
量（Ｍｎ）をいう。
【００１８】
　本明細書中で使用される場合、対象が、ＣＩＥＬＣＨ法を使用して、色に関する国際基
準団体であるＣｏｍｍｉｓｓｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｅ　ｄｅ　ｌ’Ｅｃｌ
ａｉｒａｇｅ（ＣＩＥ）によって定義される測定値によって決定されるようなＬ＊（明度
）（すなわち、明るさまたは暗さ）およびＣ＊（彩度）（すなわち、強度）の特定の数値
を有する場合に、その対象は、「色」を有すると見なされ、ＣＩＥＬＣＨ法は、例えば、
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｄａｔａｃｏｌｏｒ．ｃｏｍ／ｃｏｌｏｒ　ｅｘｐｅｒｔｓ　０
０４．ｓｈｔｍｌおよびｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｘｒｉｔｅ．ｃｏｍ／ｄｏｃｕｍｅｎｔ
ｓ／ｌｉｔｅｒａｔｕｒｅ／ｅｎ／Ｌ１０－００１　Ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄ　Ｃｏｌｏｒ
　ｅｎ．ｐｄｆ（これらは、その全体が本明細書中に参考として援用される）に示される
。Ｌ＊およびＣ＊は、それぞれ、ＣＩＥによって定義されるような色空間における特定の
点の明るさおよび彩度の値に言及する数値である、Ｌ、Ｃ、およびＨ（色相角）は、以下
の方程式に基づいて、測定される三刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚから自動的に算出され得る：Ｌ＝１
１６（Ｙ／Ｙｎ）１／３－１６；Ｃ＝（ａ２＋ｂ２）１／２；Ｈ＝逆正接関数（ｂ＊／ａ
＊）；ａ＊＝５００［（Ｘ／Ｘｎ）１／３－（Ｙ／Ｙｎ）１／３］；ｂ＊＝２００［（Ｙ
／Ｙｎ）１／３－（Ｚ／Ｚｎ）１／３］。ここでＸｎ、Ｙｎ、およびＺｎは、使用前に機
器を較正するために使用される基準の白色サンプルの座標である。本発明の目的のために
、「色」を有する対象は、２０．０（数字が低くなるにつれて暗くなる）より大きいＬ＊

値、および１．０（数字が低くなるにつれて弱くなる）より大きいＣ＊値を示す。これら
の値は、ＣＩＥによって定義されるような０／４５分光光度計、ならびに特定の光源およ
び標準的なオブザーバー（ｏｂｓｅｒｖｅｒ）（Ｄ６５／１０）を使用して算出される。
０／４５分光光度計は、サンプルを測定する場合、０°照明および４５°観測を使用する
。Ｄ６５／１０光源／度数オブザーバーは、業界標準であり、そして自然昼光（Ｄ６５）
、および利用される度数オブザーバー（１０）について言及する。度数オブザーバーとは
、１０°の視野を使用する「平均的な」度数オブザーバーについての数学的モデルをいう
。この範囲の外側（すなわち、Ｌ＊値が、２０．０以下の範囲であり、そしてＣ＊値が、
１．０以下の範囲である）にある色の測定値を有する任意の対象は、明白に除外され、「
黒」であると見なされ、そして本発明の目的に関して「色」を示さない。
【００１９】
　本明細書中で使用される用語として、別の対象の色に「実質的に一致する」色を有する
対象とは、当業者によって決定されるような他の対象の色に近似する色を有する対象をい
い、その近さは、例えば、自動車産業における最も一致する色の鑑定に慣習的に使用され
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るような視覚的な鑑定によって決定される。視覚的な鑑定は、光の全入射角にわたって評
価される色の印象およびいくつかの地色を見る場合に重要な観察を斟酌する。この方法は
また、対象間の一致の近さの判断を提供し、これらの対象は、地色に対する乗物のベッド
ライナーのようなテクスチャード表面（ｔｅｘｔｕｒｅｄ　ｓｕｒｆａｃｅ）を変化させ
、そして存在する場合に、角度依存性の色（角色度（ｇｏｎｉｏｃｈｒｏｍａｔｉｃｉｔ
ｙ））および／または輝く（ｓｐａｒｋｌｉｎｇ）効果を導入する、考慮すべき効果を有
する顔料を含み得る。本明細書中で使用される用語として、色または別の対象と「実質的
に協調する」色を有する対象とは、他の対象の色を引き立たせる色を有する対象をいい、
これは、例えば、自動車産業におけるほとんどの色の鑑定に慣習的に使用されるような視
覚的な鑑定によって決定される。
【００２０】
　本明細書中で使用される場合、用語「乗物本体」とは、一般的に、荷積み、保管、歩行
者（ｆｏｏｔ　ｔｒａｆｆｉｃ）などのような活動による比較的大きな研磨および／また
は摩耗抵抗に耐えるように製造されていない、コーティングされた乗物の外装部品および
／または内装部品をいう。組み立てた場合、これらの部品は、「乗物本体」を形成する。
例えば、トラック乗物本体（ｔｒｕｃｋ　ｂｏｄｙ）に関して、これらの部品は、乗物外
装部品（例えば、側板、ドア、フード、屋根、トランクなど）および乗物内装部品（ダッ
シュボード、カーペット、座席の装飾、トリムなど）の１つ以上を備え得る。気動車に関
して、これらの部品は、例えば、外部側壁、ドアなどを備え得る。その一方で、「乗物基
材」に実質的に一致する色を有する「乗物基材」の目的で、用語「乗物基材」とは、比較
的大きな研磨または摩耗の抵抗活動に耐えるように本質的に製造される乗物部品の基礎を
なす材料をいう。乗物がトラックである場合、例えば、これらの部品は、トラックの荷台
、踏み板、バンパーなどであり得る。気動車に関して、これらの部品は、例えば、気動車
の荷台であり得る。本明細書中で使用される場合、乗物基材から形成される研磨抵抗性ま
たは摩耗抵抗性の乗物部品は、「付随する乗物本体」と相まって、乗物の外装および／ま
たは内装のほぼ全体を形成し得る。本発明によって企図される他の「乗物本体」としては
、例えば、レクリエーショナルビークルおよび船舶（ｗａｔｅｒｃｒａｆｔ　ｖｅｈｉｃ
ｌｅ）に関連した乗物本体が挙げられる。
【００２１】
　本明細書中に参考として援用されると述べられている任意の特許、出版物、または他の
開示資料（全体または一部）は、援用された資料が、存在する定義、記載、またはこの開
示に示される他の開示資料と矛盾しない範囲に限り、本明細書中に援用される。そのよう
なものとして、そして必要な範囲で、本明細書中に明確に示される開示は、本明細書中に
参考として援用される任意の矛盾する資料に取って代わる。本明細書中に参考として援用
されると述べられているが、存在する定義、記載、または本明細書中に示される他の開示
資料と矛盾する任意の資料、またはその一部は、援用される資料と存在する開示資料との
間で矛盾が生じない範囲に限って援用される。
【００２２】
　本発明の、多成分複合コーティングを含むコーティングは、実質的に任意の基材に塗布
され得、適切な非金属性基材の非限定的な例としては、天然および／または合成の石、セ
ラミック、ガラス、レンガ、シンダーブロックおよびそれらの複合材；ウォールボード、
乾式壁体、シートロック、セメントボード；プラスチック、複合性プラスチック（ＳＭＣ
、ＧＴＸ、ナイロン、メラミンおよび／またはアクリル複合材、ＴＰＯ、ＴＰＶ、ポリプ
ロピレン、ＰＶＣ、発泡スチレンなどを含む）；木、木材積層板および／または木材複合
材、アスファルト、ガラス繊維、コンクリート、フリーフィルムを提供し得る任意の解放
表面（ｒｅｌｅａｓｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）、ならびに床張り材として使用するのに適した
材料が挙げられる。ポリ尿素コーティングはまた、土壌または砂利に直接塗布され得る。
本発明の実施形態において、ポリ尿素コーティング組成物は、ガラス基材（例えば、自動
車用のガラス基材）に塗布され得る。このような実施形態において、ポリ尿素コーティン
グは、例えば、装飾（ａｐｐｌｉｑｕｅ）、またはガラスに取り付けられる部品もしくは
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金物のための接着媒体、または防音材（ｓｏｕｎｄ　ｄａｍｐｅｎｅｒ）としてガラスに
塗布され得る。
【００２３】
　１つの実施形態において、本発明のポリ尿素組成物は、射出成形技術または注型技術を
介して物品（ｐａｒｔｉｃｌｅ）を形成するために使用され得る。このような加工を使用
して形成されるこのような物品（ａｒｔｉｃｌｅ）の例としては、床張り用タイル、屋根
板、フロアマットまたはフロアパッド、ポリ尿素フィルムまたはポリ尿素シート、装飾用
の木目、ロッド、板張り材料、ベンチ表面の被覆剤（ｃｏｖｅｒｉｎｇ）などが挙げられ
るが、これらに限定されない。
【００２４】
　本発明で使用するのに適した金属性基材としては、例えば、鉄金属、亜鉛、銅、マグネ
シウム、および／またはアルミニウム、およびそれらの合金、ならびに自動車および他の
乗物本体の製造において代表的に使用される他の金属基材および合金基材が挙げられる。
本発明の実施に使用される鉄金属基材としては、鉄、鋼およびそれらの合金が挙げられ得
る。有用な鋼材料の非限定的な例としては、冷間圧延された鋼、亜鉛めっきした（亜鉛を
コーティングした）鋼、電気亜鉛めっきした鋼、ステンレス鋼、酸洗いした鋼、亜鉛－鉄
合金（例えば、ＧＡＬ　ＶＡＮＮＥＡＬ）、およびそれらの組み合わせが挙げられる。鉄
金属と非鉄金属との組み合わせ、または複合材もまた、使用され得る。非常に多くの場合
、これらの基材は、トラック乗物本体またはトラックの荷台である。
【００２５】
　本発明の多成分複合コーティングはまた、自動乗物において見出されるようなプラスチ
ック基材上に塗布され得る。「プラスチック」は、一般的な熱可塑性または熱硬化性の合
成非導電性材料のいずれかを意味し、これらとしては、熱可塑性オレフィン（例えば、ポ
リエチレンおよびポリプロピレン）、熱可塑性ウレタン、ポリカーボネート、熱硬化性シ
ート成形化合物、反応－射出成形化合物、アクリロニトリルベースの材料、ナイロンなど
が挙げられる。
【００２６】
　本発明は、必要ではないが、第１のコーティング組成物および第２のコーティング組成
物を包含し得、これらの各々は、基材上の少なくとも１つの層に適用され得る。したがっ
て、本発明は、一般的に、複合コーティングとして本明細書中に記載され得るが、第１の
コーティング組成物は、任意であり、そして必要ではないが、基材上か、または先に塗布
されたコーティング上に、第２のコーティング組成物に対する下層として塗布され得る。
【００２７】
　本発明の多成分複合コーティングの形成に使用される第１のコーティング組成物は、電
着可能なフィルム形成組成物、プライマー組成物、着色または非着色の単一被膜組成物、
着色ベースコート組成物、透明トップコート組成物、産業用コーティング組成物、および
自動車の最初の装備の製造または自動車の再仕上げにおいて一般的に使用される他のコー
ティングから選択され得る。第１のコーティング組成物は、多くの場合、上記のコーティ
ング組成物の少なくとも２つからなる組み合わせから形成される多層コーティングを含有
する。非限定的な例としては、電気泳動的に塗布された組成物の上に噴霧によって塗布さ
れたプライマー組成物；または電気泳動的に塗布された組成物の上に噴霧によって塗布さ
れたプライマー組成物、およびそれらの上のモノコート；または電気泳動的に塗布された
組成物の上に噴霧によって塗布されたプライマー組成物、およびそれらの上のカラー－プ
ラス－クリア複合コーティングが挙げられる。あるいは、第１のコーティング組成物は、
必要に応じて調製された金属基材、または１つ以上の保護コーティングおよび／もしくは
装飾コーティングによって先にコーティングされた基材に直接塗布される単一の組成物で
あり得る。第２のコーティング組成物は、第１のコーティング組成物として上に示される
組成物のいずれかの上に直接塗布され得る。
【００２８】
　第１のコーティング組成物は、代表的に、例えば、アミノプラスト、ブロック化（ｂｌ
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ｏｃｋｅｄ）イソシアネートを含むポリイソシアネート、ポリエポキシド、β－ヒドロキ
シアルキルアミド、ポリ酸、無水物、有機金属性の酸官能性材料、ポリアミン、ポリアミ
ドおよび前述のいずれかからなる混合物より選択され得る架橋剤を含有する。
【００２９】
　有用なアミノプラストは、ホルムアルデヒドとアミンまたはアミドとの縮合反応から得
られ得る。アミンまたはアミドの非限定的な例としては、メラミン、尿素およびベンゾグ
アナミンが挙げられる。
【００３０】
　アルコールおよびホルムアルデヒドと、メラミン、尿素またはベンゾグアナミンとの反
応から得られる縮合生成物が、最も一般的であるが、他のアミンまたはアミドとの縮合物
が、使用され得る。例えば、グリコールウリルのアルデヒド縮合物（粉体塗装において有
用である高融点の結晶性生成物を生じる）が、使用され得る。ホルムアルデヒドが、最も
一般的に使用されるアルデヒドであるが、他のアルデヒド（例えば、アセトアルデヒド、
クロトンアルデヒド、およびベンズアルデヒド）も、使用され得る。
【００３１】
　アミノプラストは、イミノ基およびメチロール基を含み得る。特定の例において、メチ
ロール基の少なくとも一部はアルコールとエーテル化されて、硬化の応答が改変され得る
。メタノール、エタノール、ｎ－ブチルアルコール、イソブタノール、およびヘキサノー
ルのような任意の一価アルコールが、この目的のために利用され得る。適切なアミノプラ
スト樹脂の非限定的な例は、商標ＣＹＭＥＬ（登録商標）でＣｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒ
ｉｅｓ，Ｉｎｃ．から市販され、そして商標ＲＥＳＩＭＥＮＥ（登録商標）でＳｏｌｕｔ
ｉａ，Ｉｎｃ．から市販されている。特に有用なアミノプラストとしては、ＣＹＭＥＬ（
登録商標）３８５（水ベースの組成物に適している）、ＣＹＭＥＬ（登録商標）１１５８
イミノ官能性メラミンホルムアルデヒド縮合物、およびＣＹＭＥＬ（登録商標）３０３が
挙げられる。
【００３２】
　使用に適した他の架橋剤としては、ポリイソシアネート架橋剤が挙げられる。本明細書
中で使用される場合、用語「ポリイソシアネート」は、ブロック化（またはキャップ化（
ｃａｐｐｅｄ））ポリイソシアネートおよび非ブロック化ポリイソシアネートを含むこと
を意図する。このポリイソシアネートは、脂肪族、芳香族、またはそれらの混合物であり
得る。より高度なポリイソシアネート（例えば、ジイソシアネートのイソシアヌレート）
が、しばしば使用されるが、ジイソシアネートもまた、使用され得る。イソシアネートプ
レポリマー（例えば、ポリイソシアネートとポリオールとの反応生成物）もまた、使用さ
れ得る。ポリイソシアネート架橋剤の混合物が、使用され得る。
【００３３】
　架橋剤として利用されるポリイソシアネートは、種々のイソシアネート官能性材料から
調製され得る。適切なポリイソシアネートの例としては、以下のジイソシアネートから調
製されるトリマーが挙げられる：トルエンジイソシアネート、４，４’－メチレン－ビス
（シクロヘキシル　イソシアネート）、イソホロンジイソシアネート、２，２，４－トリ
メチルヘキサメチレンジイソシアネートと２，４，４－トリメチルヘキサメチレンジイソ
シアネートとの異性体混合物、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート、テトラメチル
キシレンジイソシアネートおよび４，４’－ジフェニルメチレンジイソシアネート。さら
に、種々のポリオールのブロック化ポリイソシアネートプレポリマー（例えば、ポリエス
テルポリオール）もまた、使用され得る。
【００３４】
　ポリイソシアネートが、ブロック化されるか、またはキャップ化されるべき場合、当業
者に公知である任意の適切な脂肪族アルキルモノアルコール、脂環式アルキルモノアルコ
ール、または芳香族アルキルモノアルコールは、ポリイソシアネートに対するキャップ化
剤として使用され得る。適切なブロック剤の例としては、高い温度にてブロック化を解除
する物質（例えば、低級脂肪族アルコール（メタノールが挙げられる）、メチルエチルケ
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トキシムのようなオキシム、カプロラクタムのようなラクタムおよびジメチルピラゾール
のようなピラゾール）が挙げられる。
【００３５】
　ポリエポキシドは、カルボン酸基および／またはアミン基を有するポリマーに対する適
切な硬化剤である。適切なポリエポキシドの例としては、低分子量のポリエポキシド（例
えば、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル、３，４－エポキシシクロヘキサンカルボ
キシレートおよびビス（３，４－エポキシ－６－メチルシクロヘキシル－メチル）アジパ
ート）が挙げられる。より高い分子量のポリエポキシド（多価フェノールと、下に記載さ
れるアルコールとのポリグリシジルエーテルが挙げられる）もまた、架橋剤として適切で
ある。
【００３６】
　β－ヒドロキシアルキルアミドは、カルボン酸基を有するポリマーに対する適切な硬化
剤である。β－ヒドロキシアルキルアミドは、以下の通りに、構造的に示され得る：
【００３７】

【化１】

Ｒ１は、ＨまたはＣ１～Ｃ５アルキルであり；Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ５アルキル、または
以下：
【００３８】
【化２】

である。ここでＲ１は、上に記載される通りであり；Ａは、結合、または２個～２０個の
炭素原子を含む置換炭化水素ラジカルを含有する飽和、不飽和、または芳香族の炭化水素
から誘導される多価有機ラジカルであり；ｍは、１または２に等しく；ｎは、０または２
に等しく、そしてｍ＋ｎは、少なくとも２であり、通常は４を含めて２～４までの範囲内
である。最も多くの場合、Ａは、Ｃ２～Ｃ１２の二価アルキレンラジカルである。
【００３９】
　ポリ酸（特に、ポリカルボン酸）は、エポキシ官能基を有するポリマーに対する硬化剤
として適切である。適切なカルボン酸の例としては、アジピン酸、コハク酸、セバシン酸
、アゼライン酸、およびドデカン二酸が挙げられる。他の適切なポリ酸架橋剤としては、
少なくとも１つのカルボン酸基を含むエチレン性（ｅｔｈｙｌｅｎｉｃａｌｌｙ）の不飽
和モノマーと、カルボン酸基を有さない少なくとも１つのエチレン性の不飽和モノマーと
から調製される酸基（ａｃｉｄ　ｇｒｏｕｐ）含有アクリルポリマーが挙げられる。この
ような酸官能性アクリルポリマーは、３０～１５０の範囲の酸価指数を有し得る。酸官能
基含有ポリエステルも、使用され得る。低分子量のポリエステルおよび酸の半エステル（
ｈａｌｆ－ａｃｉｄ　ｅｓｔｅｒ）が、使用され得、これらは、脂肪族ポリオールと脂肪
族および／もしくは芳香族のポリカルボン酸または無水物との縮合に基づく。適切な脂肪
族ポリオールの例としては、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリ
コール、１，６－ヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、ジ－トリメチロールプロ
パン、ネオペンチルグリコール、１，４－シクロヘキサンジメタノール、ペンタエリスリ
トールなどが挙げられる。これらのポリカルボン酸および無水物としては、とりわけ、テ
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レフタル酸、イソフタル酸、フタル酸、無水フタル酸、テトラヒドロフタル酸、無水テト
ラヒドロフタル酸、無水ヘキサヒドロフタル酸、無水メチルヘキサヒドロフタル酸、無水
クロレンド酸などが挙げられ得る。酸および／または無水物の混合物もまた、使用され得
る。上記のポリ酸架橋剤は、米国特許第４，６８１，８１１号の第６欄、第４５行目～第
９欄、第５４行目（これは、本明細書中に参考として援用される）においてさらに詳細に
記載される。
【００４０】
　架橋剤として使用され得る有用な有機金属錯体化材料としては、商標ＢＡＣＯＴＥＴＭ

２０でＭａｇｎｅｓｉｕｍ　Ｅｌｅｋｔｒｏｎ，Ｉｎｃ．から市販されている安定化させ
たアンモニウムジルコニウムカーボネート溶液、安定化させたアンモニウム、ジルコニウ
ムカーボネート、および商標ＺＩＮＰＬＥＸ　１５でＵｌｔｒａ　Ａｄｄｉｔｉｖｅｓ　
Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄから市販されている亜鉛ベースのポリマー架橋剤が挙げられる
。
【００４１】
　適切なポリアミン架橋剤の非限定的な例としては、窒素原子に結合したラジカルが、飽
和もしくは不飽和、脂肪族、脂環式、芳香族、芳香族－置換－脂肪族、脂肪族－置換－芳
香族、および複素環式であり得る、一級ジアミンもしくは二級ジアミンまたは一級ポリア
ミンもしくは二級ポリアミンが挙げられる。適切な脂肪族ジアミンおよび脂環式ジアミン
の非限定的な例としては、１，２－エチレンジアミン、１，２－プロピレンジアミン、１
，８－オクタンジアミン、イソホロンジアミン、プロパン－２，２－シクロヘキシルアミ
ンなどが挙げられる。適切な芳香族ジアミンの非限定的な例としては、フェニレンジアミ
ンおよびトルエンジアミン（例えば、ｏ－フェニレンジアミンおよびｐ－トリレンジアミ
ン）が挙げられる。多核芳香族ジアミン（例えば、４，４’－ビフェニルジアミン、メチ
レンジアニリンおよびモノクロロメチレンジアニリン）もまた、適切である。
【００４２】
　適切なポリアミド架橋剤としては、脂肪酸またはダイマー化した脂肪酸またはポリマー
脂肪酸、および脂肪族ポリアミンから誘導される架橋剤が挙げられる。例えば、商標表示
ＶＥＲＳＡＭＩＤＥ　２２０またはＶＥＲＳＡＭＩＤＥ　１２５でＨｅｎｃｋｅｌから市
販されている材料が、本明細書中で非常に有用である。
【００４３】
　架橋剤の適切な混合物もまた、本発明において使用され得る。第１のコーティング組成
物中の架橋剤の量は、一般的に、第１のコーティング組成物中の樹脂固形物（架橋剤＋フ
ィルム形成樹脂）の総重量に基づいて５重量％～７５重量％の範囲である。
【００４４】
　上記第１のコーティング組成物は、上記架橋剤と反応性である官能基を有する少なくと
も１種のフィルム形成樹脂をさらに含有し得る。第１のコーティング組成物中のフィルム
形成樹脂は、当業者に周知の種々のポリマーのいずれかから選択され得る。本発明の実施
形態において、このフィルム形成樹脂は、アクリルポリマー、ポリエステルポリマー、ポ
リウレタンポリマー、ポリアミドポリマー、ポリエーテルポリマー、ポリシロキサンポリ
マー、それらのコポリマー、およびそれらの混合物から選択され得る。一般的に、これら
のポリマーは、ポリマーが水分散性であるか、乳化可能であるか、または制限された水溶
性のポリマーである場合、当業者に公知である任意の方法によって作製されるこれらの型
の任意のものであり得る。第１のコーティング組成物中のフィルム形成樹脂上の官能基は
、種々の反応性官能基のいずれかから選択され得、これらとしては、例えば、カルボン酸
基、アミン基、エポキシド基、水酸基、チオール基、カルバメート基、アミド基、尿素基
、イソシアネート基（ブロック化イソシアネート基を含む）、メルカプタン基、およびそ
れらの組み合わせが挙げられる。
【００４５】
　適切なアクリルポリマーとしては、アクリル酸またはメタクリル酸の１種以上のアルキ
ルエステルのコポリマー、このコポリマーは、必要に応じて１つ以上の他の重合可能なエ
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チレン性の不飽和モノマーを伴う。アクリル酸またはメタクリル酸の有用なアルキルエス
テルとしては、アルキル基中に、１個～３０個の炭素原子、そして好ましくは４個～１８
個の炭素原子を含む脂肪族アルキルエステルが挙げられる。非限定的な例としては、メチ
ルメタクリレート、エチルメタクリレート、ブチルメタクリレート、エチルアクリレート
、ブチルアクリレート、および２－エチルヘキシルアクリレートが挙げられる。適切な他
の共重合可能なエチレン性の不飽和モノマーとしては、ビニル芳香族化合物（例えば、ス
チレンおよびビニルトルエン）；ニトリル（例えば、アクリロニトリルおよびメタクリロ
ニトリル）；ハロゲン化ビニルおよびハロゲン化ビニリデン（例えば、塩化ビニルおよび
フッ化ビニリデン）ならびにビニルエステル（例えば、ビニルアセテート）が挙げられる
。
【００４６】
　アクリルコポリマーは、しばしばコポリマーを生成するために使用される反応物中に、
１つ以上のヒドロキシル官能性モノマーを含むことによってポリマーに組み込まれるヒド
ロキシル官能基を含み得る。有用なヒドロキシル官能性モノマーとしては、代表的に、ヒ
ドロキシアルキル基中に２個～４個の炭素原子を有する、ヒドロキシアルキルアクリレー
トおよびヒドロキシアルキルメタクリレートが挙げられる（例えば、ヒドロキシエチルア
クリレート、ヒドロキシプロピルアクリレート、４－ヒドロキシブチルアクリレート、カ
プロラクトンとヒドロキシアルキルアクリレートとのヒドロキシ官能性付加物、およびそ
れらに対応するメタクリレート、ならびに下に記載されるβ－ヒドロキシエステル官能性
モノマー）。アクリルポリマーはまた、Ｎ－（アルコキシメチル）アクリルアミドおよび
Ｎ－（アルコキシメチル）メタクリルアミドによって調製され得る。
【００４７】
　β－ヒドロキシエステル官能性モノマーは、１３個～２０個の炭素原子を有するエチレ
ン性で不飽和のエポキシ官能性モノマーおよびカルボン酸から調製されても、エチレン性
で不飽和の酸官能性モノマー、および少なくとも５個の炭素原子を含み、エチレン性で不
飽和の酸官能性モノマーと重合可能でないエポキシ化合物から調製されてもよい。
【００４８】
　β－ヒドロキシエステル官能性モノマーを調製するために使用される有用なエチレン性
で不飽和のエポキシ官能性モノマーとしては、グリシジルアクリレート、グリシジルメタ
クリレート、アリルグリシジルエーテル、メタリルグリシジルエーテル、エチレン性の不
飽和モノイソシアネートとグリシドールのようなヒドロキシ官能性モノエポキシドとの１
：１（モル）付加物、およびマレイン酸のような重合可能なポリカルボン酸のグリシジル
エステルが挙げられるが、これらに限定されない。カルボン酸の例としては、飽和モノカ
ルボン酸（例えば、イソステアリン酸）および芳香族不飽和カルボン酸が挙げられるが、
これらに限定されない。
【００４９】
　β－ヒドロキシエステル官能性モノマーを調製するために使用される有用なエチレン性
で不飽和の酸官能性モノマーとしては、モノカルボン酸（例えば、アクリル酸、メタクリ
ル酸、クロトン酸）；ジカルボン酸（例えば、イタコン酸、マレイン酸およびフマル酸）
；およびジカルボン酸のモノエステル（例えば、モノブチルマレエートおよびモノブチル
イタコネート）が挙げられる。エチレン性で不飽和の酸官能性モノマーおよびエポキシ化
合物は、代表的に、１：１の当量比で反応する。エポキシ化合物は、不飽和の酸官能性モ
ノマーによるフリーラジカル開始性の重合に関与するエチレン性の不飽和を含まない。有
用なエポキシ化合物としては、１，２－ペンテンオキシド、スチレンオキシドおよび好ま
しくは、８個～３０個の炭素原子を含むグリシジルエステルまたはグリシジルエーテル（
例えば、ブチルグリシジルエーテル、オクチルグリシジルエーテル、フェニルグリシジル
エーテルおよびパラ－（四級ブチル）フェニルグリシジルエーテル）が挙げられる。特定
のグリシジルエステルとしては、以下の構造：
【００５０】
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【化３】

のものが挙げられる。
【００５１】
　Ｒは、４個～２６個の炭素原子を含む炭化水素ラジカルである。代表的に、Ｒは、８個
～１０個の炭素原子を有する分枝状の炭化水素基（例えば、ネオペンタノエート、ネオヘ
プタノエートまたはネオデカノエート）である。カルボン酸の適切なグリシジルエステル
としては、ＶＥＲＳＡＴＩＣ　ＡＣＩＤ　９１１およびＣＡＲＤＵＲＡ　Ｅ（これらの各
々は、Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から市販されている）が挙げられる。
【００５２】
　カルバメート官能基は、アクリルモノマーとカルバメート官能性ビニルモノマー（例え
ば、メタクリル酸のカルバメート官能性アルキルエステル）とを共重合することによって
か、またはヒドロキシル官能性アクリルポリマーと、カルバモイル基転移反応を介してア
ルコールまたはグリコールエーテルから誘導され得るような低分子量のカルバメート官能
性材料とを反応させることによって、アクリルポリマー中に含まれ得る。あるいは、カル
バメート官能性は、ヒドロキシル官能性アクリルポリマーと、カルバモイル基転移反応を
介してアルコールまたはグリコールエーテルから誘導され得るような低分子量のカルバメ
ート官能性材料とを反応させることによって、アクリルポリマー中に導入され得る。この
反応において、アルコールまたはグリコールエーテルから誘導される低分子量のカルバメ
ート官能性材料は、アクリルポリオールの水酸基と反応して、カルバメート官能性アクリ
ルポリマーおよび元のアルコールまたはグリコールエーテルを生じる。アルコールまたは
グリコールエーテルから誘導される低分子量のカルバメート官能性材料は、触媒の存在下
で、アルコールまたはグリコールエーテルと尿素とを反応させることによって調製され得
る。適切なアルコールとしては、より低い分子量の脂肪族アルコール、脂環式アルコール
、芳香族アルコール（例えば、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、シ
クロヘキサノール、２－エチルヘキサノール、および３－メチルブタノール）が挙げられ
る。適切なグリコールエーテルとしては、エチレングリコールメチルエーテルおよびプロ
ピレングリコールメチルエーテルが挙げられる。プロピレングリコールメチルエーテルお
よびメタノールが、最も頻繁に使用される。当業者に公知であるような他のカルバメート
官能性モノマーもまた、使用され得る。
【００５３】
　アミド官能性は、ポリマーの調製において適切な官能性モノマーを使用することによっ
てか、または他の官能基を当業者に公知である技術を使用してアミド基に変換することに
よって導入され得る。同様に、他の官能基は、利用可能である場合に適切な官能性モノマ
ーを使用するか、または必要に応じて変換反応を使用して、所望される通りに組み込まれ
得る。
【００５４】
　アクリルポリマーは、水性の乳化重合技術を介して調製され、そして水性コーティング
組成物の調製に直接使用され得るか、または溶媒系組成物に対する有機溶液重合技術を介
して調製され得る。塩の形成が可能な基（酸基またはアミン基）との有機溶液重合を介し
て調製される場合、塩基または酸によるこれらの基の中和の際に、ポリマーは、水性媒体
中に分散され得る。一般的に、当該分野において認識される量のモノマーを利用した、当
業者に公知であるこのようなポリマーを生成する任意の方法が、使用され得る。
【００５５】
　アクリルポリマーに加えて、第１のコーティング組成物中のポリマー性フィルム形成樹
脂は、アルキド樹脂であってもポリエステルであってもよい。このようなポリマーは、多
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価アルコールとポリカルボン酸との縮合による公知の様式で調製され得る。適切な多価ア
ルコールとしては、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、
１，６－ヘキシレングリコール、ネオペンチルグリコール、ジエチレングリコール、グリ
セロール、トリメチロールプロパン、およびペンタエリスリトールが挙げられるが、これ
らに限定されない。適切なポリカルボン酸としては、コハク酸、アジピン酸、アゼライン
酸、セバシン酸、マレイン酸、フマル酸、フタル酸、テトラヒドロフタル酸、ヘキサヒド
ロフタル酸、およびトリメリト酸が挙げられるが、これらに限定されない。上述のポリカ
ルボン酸に加えて、これらの酸の官能性等価物（例えば、無水物）が存在する場合には、
それらが、使用され得るか、またはこれらの酸の低級アルキルエステル（例えば、メチル
エステル）が、使用され得る。空気乾燥するアルキド樹脂を生成することが望まれる場合
、適切な乾性油脂肪酸が、使用され得、そしてこれらとしては、例えば、アマニ油、ダイ
ズ油、トール油、脱水ヒマシ油、またはキリ油に由来する脂肪酸が挙げられる。
【００５６】
　同様に、ポリアミドは、ポリ酸およびポリアミンを利用して調製され得る。適切なポリ
酸としては、上に列挙されるポリ酸が挙げられ、そしてポリアミンは、エチレンジアミン
、１，２－ジアミノプロパン、１，４－ジアミノブタン、１，３－ジアミノペンタン、１
，６－ジアミノヘキサン、２－メチル－１，５－ペンタンジアミン、２，５－ジアミノ－
２，５－ジメチルヘキサン、２，２，４－トリメチル－１，６－ジアミノ－ヘキサンおよ
び／または２，４，４－トリメチル－１，６－ジアミノ－ヘキサン、１，１１－ジアミノ
ウンデカン、１，１２－ジアミノドデカン、１，３－シクロヘキサンジアミンおよび／ま
たは１，４－シクロヘキサンジアミン、１－アミノ－３，３，５－トリメチル－５－アミ
ノメチル－シクロヘキサン、２，４－ヘキサヒドロトルイレンジアミンおよび／または２
，６－ヘキサヒドロトルイレンジアミン、２，４’－ジアミノ－ジシクロヘキシルメタン
および／または４，４’－ジアミノ－ジシクロヘキシルメタンならびに３，３’－ジアル
キル－４，４’－ジアミノ－ジシクロヘキシルメタン（例えば、３’，３－ジメチル－４
，４’－ジアミノ－ジシクロヘキシルメタンおよび３，３’－ジエチル－４，４’－ジア
ミノ－ジシクロヘキシルメタン）、２，４－ジアミノトルエンおよび／または２，６－ジ
アミノトルエンならびに２，４’－ジアミノジフェニルメタンおよび／または４，４’－
ジアミノジフェニルメタンの少なくとも１つから選択され得る。
【００５７】
　カルバメート官能基は、最初に、ポリエステルまたはポリアミドを形成するのに使用さ
れるポリ酸およびポリオール／ポリアミンと反応し得る、ヒドロキシアルキルカルバメー
トを形成することによって、ポリエステルまたはポリアミドに組み込まれ得る。このヒド
ロキシアルキルカルバメートは、ポリマー上の酸官能性と縮合されて、末端カルバメート
官能性を生じる。カルバメート官能基はまた、アクリルポリマーへのカルバメート基の組
み込みに関して上に記載されるプロセスと同様のカルバモイル基転移プロセスを経て、ポ
リエステル上の末端水酸基と低分子量のカルバメート官能性材料とを反応させることによ
ってか、またはイソシアン酸とヒドロキシル官能性ポリエステルとを反応させることによ
って、ポリエステル中に組み込まれ得る。
【００５８】
　他の官能基（例えば、アミン、アミド、チオール、および尿素）は、利用可能である場
合には適切な官能性反応物を使用するか、または必要に応じて、所望の官能基を生じる変
換反応を使用して、所望される通りに、ポリアミド、ポリエステルまたはアルキド樹脂に
組み込まれ得る。このような技術は、当業者に公知である。
【００５９】
　ポリウレタンはまた、第１のコーティング組成物中のポリマー性フィルム形成樹脂とし
て使用され得る。共通して、使用され得るポリウレタンは、一般的に、ポリエステルポリ
オールまたはアクリルポリオール（例えば、上に記載されるもの）とポリイソシアネート
とを、ＯＨ／ＮＣＯ当量比が１：１より大きく、その結果、遊離水酸基が生成物中に存在
するように、反応させることによって調製されるポリマーポリオールである。ポリウレタ



(14) JP 4828536 B2 2011.11.30

10

20

30

40

50

ンポリオールを調製するために使用される有機性ポリイソシアネートは、脂肪族ポリイソ
シアネートもしくは芳香族ポリイソシアネートまたはその２つの混合物であり得る。代表
的に、ジイソシアネートは、使用されるが、より高度なポリイソシアネートが、ジイソシ
アネートに代えてか、またはジイソシアネートと組み合わせて使用される。適切な芳香族
ジイソシアネートの例は、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネートおよびトルエン
ジイソシアネートである。適切な脂肪族ジイソシアネートの例は、直鎖脂肪族ジイソシア
ネート（例えば、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート）である。また、脂環式ジイ
ソシアネートが、利用され得る。例としては、イソホロンジイソシアネートおよび４，４
’－メチレン－ビス－（シクロヘキシルイソシアネート）が挙げられる。より高度な適し
たポリイソシアネートの例は、１，２，４－ベンゼントリイソシアネートおよびポリメチ
レンポリフェニルイソシアネートである。ポリエステルと同様に、このポリウレタンは、
塩基（例えば、アミン）による中和の際に、水性媒体中に分散される未反応のカルボン酸
基を用いて調製され得る。
【００６０】
　末端カルバメート官能基および／またはペンダント（ｐｅｎｄｅｎｔ）カルバメート官
能基は、ポリイソシアネートと、末端／ペンダントカルバメート基を含むポリマーポリオ
ールとを反応させることによって、上記ポリウレタンに組み込まれ得る。あるいは、カル
バメート官能基は、ポリイソシアネートと、ポリオールおよびヒドロキシアルキルカルバ
メートまたはイソシアン酸とを、別個の反応物として反応させることによって、上記ポリ
ウレタンに組み込まれ得る。カルバメート官能基はまた、アクリルポリマーへのカルバメ
ート基の組み込みに関して上に記載されるプロセスと同様のカルバモイル基転移プロセス
を経てポリエステル上の末端ヒドロキシル性ポリウレタンと低分子量のカルバメート官能
性材料とを反応させることによって、上記ポリウレタンに組み込まれ得る。さらに、イソ
シアネート官能性ポリウレタンはヒドロキシアルキルカルバメートと反応して、カルバメ
ート官能性ポリウレタンを生じ得る。
【００６１】
　他の官能基（例えば、アミド、チオール、および尿素）は、利用可能である場合には適
切な官能性反応物を使用するか、または必要に応じて、所望の官能基を生じる変換反応を
使用して、所望される通りに、ポリウレタンに組み込まれ得る。このような技術は、当業
者に公知である。
【００６２】
　ポリエーテルポリオールの例は、以下の構造式：
【００６３】
【化４】

を有するものを含むポリアルキレンエーテルポリオールであり、置換基Ｒ３は、水素、ま
たは１個～５個の炭素原子を含有し、混合型の置換基を含む低級アルキルであり、そして
ｎ’は、代表的に、２～６であり、そしてｍ’は、８～１００またはそれ以上である。ポ
リ（オキシテトラメチレン）グリコール、ポリ（オキシテトラエチレン）グリコール、ポ
リ（オキシ－１，２－プロピレン）グリコール、およびポリ（オキシ－１，２－ブチレン
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）グリコールが、挙げられる。
【００６４】
　種々のポリオール（例えば、エチレングリコール、１，６－ヘキサンジオール、ビスフ
ェノールＡなどのようなジオール、またはより高度な他のポリオール（例えば、トリメチ
ロールプロパン、ペンタエリスリトールなど））のオキシアルキル化から形成されるポリ
エーテルポリオールもまた、有用である。示すように使用され得るより高度な官能性のポ
リオールは、例えば、スクロールまたはソルビトールのような化合物のオキシアルキル化
によって作製され得る。１つの一般的に利用されるオキシアルキル化法は、酸性触媒また
は塩基性触媒の存在下における、ポリオールとアルキレンオキシド（例えば、プロピレン
オキシドまたはエチレンオキシド）との反応である。特定のポリエーテルとしては、名称
ＴＥＲＡＴＨＡＮＥおよびＴＥＲＡＣＯＬ（Ｅ．Ｉ．Ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕ
ｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎｃ．から市販されている）、ならびにＰＯＬＹＭＥ
Ｇ（Ｇｒｅａｔ　Ｌａｋｅｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ．の子会社であるＱ　Ｏ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ．から市販されている）で販売されているものが挙げられる。
【００６５】
　ペンダントカルバメート官能基は、カルバモイル基転移反応によってポリエーテルに組
み込まれ得る。他の官能基（例えば、酸、アミン、エポキシド、アミド、チオール、およ
び尿素）は、利用可能である場合には適切な官能性反応物を使用するか、または必要に応
じて、所望の官能基を生じる変換反応を使用して、所望される通りに、ポリエーテルに組
み込まれ得る。
【００６６】
　上記ポリエーテルポリマーは、代表的に、ポリスチレンの基準を使用したゲル透過クロ
マトグラフィーによって測定される場合、５００～５０００の数平均分子量、より頻繁に
１１００～３２００の数平均分子量を有し、そして反応性のペンダント基または末端基の
当量（ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔ）に基づいて、１４０～２５００の範囲内（多くの場合、５
００）の当量（ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔ　ｗｅｉｇｈｔ）を有する。この当量は、ポリエー
テルポリマーを作製するのに使用される種々の成分の相対量に基づく計算値であり、そし
てポリエーテルポリマーの固形物に基づく。
【００６７】
　上記第１のコーティング組成物中のフィルム形成樹脂として使用するのに適したエポキ
シ官能性ポリマーとしては、ポリエポキシドと、アルコール性水酸基含有材料およびフェ
ノール性水酸基含有材料から選択される多水酸基含有材料とを一緒に反応させることによ
って伸長されるポリエポキシド鎖が挙げられ得、この反応は、鎖を伸長させるか、または
ポリエポキシドの分子量を確立する。
【００６８】
　鎖が伸長したポリエポキシドは、代表的に、ポリエポキシドおよび多水酸基含有材料を
、そのままか、または不活性有機溶媒（例えば、ケトン（メチルイソブチルケトンおよび
メチルアミルケトンが挙げられる）、芳香族（例えば、トルエンおよびキシレン）、およ
びグリコールエーテル（例えば、ジエチレングリコールのジメチルエーテル））の存在下
において一緒に反応させることによって調製される。この反応は、通常、エポキシ基含有
樹脂の反応生成物が得られるまで、８０℃～１６０℃の温度にて３０～１８０分間行われ
る。
【００６９】
　反応物の当量比（すなわち、エポキシ：多水酸基含有材料）は、代表的に、１．００：
０．７５～１．００：２．００である。
【００７０】
　定義上、ポリエポキシドは、少なくとも２つの１，２－エポキシ基を有する。一般的に
、上記ポリエポキシドのエポキシド当量は、１００～２０００（代表的に、１８０～５０
０）の範囲である。上記エポキシ化合物は、飽和もしくは不飽和、環式または非環式、脂
肪族、脂環式、芳香族または複素環式であり得る。これらは、置換基（例えば、ハロゲン
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基、水酸基、およびエーテル基）を含み得る。
【００７１】
　ポリエポキシドの例は、１より多く、そして通常は約２の１，２－エポキシ相当物（ｅ
ｑｕｉｖａｌｅｎｃｙ）を有するもの（すなわち、平均で１分子あたり２個のエポキシド
基を有するポリエポキシド）である。最も一般的に使用されるポリエポキシドは、環式ポ
リオールのポリグリシジルエーテル（例えば、多価フェノール（例えば、ビスフェノール
Ａ、レゾルシノール、ヒドロキノン、ベンゼンジメタノール、フロログルシノール、およ
びカテコール）のポリグリシジルエーテル；または多価アルコールのポリグリシジルエー
テル（例えば、脂環式ポリオール、特定の脂環式ポリオール（例えば、１，２－シクロヘ
キサンジオール、１，４－シクロヘキサンジオール、２，２－ビス（４－ヒドロキシシク
ロヘキシル）プロパン、１，１－ビス（４－ヒドロキシシクロヘキシル）エタン、２－メ
チル－１，１－ビス（４－ヒドロキシシクロヘキシル）プロパン、２，２－ビス（４－ヒ
ドロキシ－３－三級ブチルシクロヘキシル）プロパン、１，３－ビス（ヒドロキシメチル
）シクロヘキサンおよび１，２－ビス（ヒドロキシメチル）シクロヘキサン））である。
脂肪族ポリオールの例としては、とりわけ、トリメチルペンタンジオールおよびネオペン
チルグリコールが挙げられる。
【００７２】
　鎖を伸長させるか、またはポリエポキシドの分子量を増加させるために使用される多水
酸基含有材料は、さらに、ポリマーポリオール（例えば、上で考察されるもの）であり得
る。
【００７３】
　あるいは、第１のコーティング組成物において使用されるエポキシ官能性フィルム形成
樹脂は、エポキシ官能性モノマー（例えば、グリシジルアクリレート、グリシジルメタク
リレート、アリルグリシジルエーテル、およびメタリルグリシジルエーテル）によって調
製されるアクリルポリマーであり得る。グリシジルアルコールもしくはグリシジルアミン
を用いて調製されるかもしくはエピハロヒドリンと反応する、ポリエステル、ポリウレタ
ン、またはポリアミドもまた、適切なエポキシ官能性樹脂である。
【００７４】
　本発明の多成分複合コーティング組成物において使用される第１のコーティング組成物
が電着可能である場合、上記エポキシ官能性樹脂はまた、代表的に、イオン性の基（代表
的に、カチオン性塩の基）を含む。
【００７５】
　フィルム形成樹脂の適切な混合物もまた、本発明の多成分複合コーティングにおいて使
用され得る。上記第１のコーティング組成物中のフィルム形成樹脂の量は、一般的に、第
１のコーティング組成物中の樹脂固形物の総重量に基づいて２５重量％～９５重量％の範
囲である。
【００７６】
　１つ以上の第１のコーティング組成物が、本発明の多成分複合コーティング組成物にお
いて使用され得、そして第１のコーティング組成物は、上述の通り、電着可能なフィルム
形成組成物、プライマー、着色単一被膜、着色ベースコート、透明トップコート、産業用
コーティング、および自動車の最初の装備の製造または自動車の再仕上げにおいて一般的
に使用される他のコーティングの少なくとも１つから選択され得る。所望される場合、第
１のコーティング組成物は、処方される表面コーティングの分野において周知である他の
任意の材料（例えば、可塑剤、酸化防止剤、ヒンダードアミン光安定剤、ＵＶ光吸収体お
よびＵＶ光安定剤、界面活性剤、流れ制御剤（ｆｌｏｗ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ａｇｅｎｔ）
、揺変剤（例えば、ベントナイトクレー）、顔料、フィラー、有機性共溶媒、ホスホン酸
を含む触媒、および他の慣習的な助剤）を含有し得る。これらの材料は、第１のコーティ
ング組成物の総重量の４０重量％までを構成し得る。
【００７７】
　上記第１のコーティング組成物は、従来の手段を含む任意の手段（例えば、電着、はけ
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塗り塗装、浸漬塗装、フロー塗装（ｆｌｏｗｉｎｇ　ｃｏａｔｉｎｇ）および噴霧など）
によって基材に塗布され得る。電着のプロセスにおいて、電極として機能する、コーティ
ングされる金属基材、および導電性の対電極は、イオン性の、電着可能な組成物に接触さ
れて配置される。電極と対電極との間の電流の通過において、それらは、電着可能な組成
物と接触しているが、この電着可能な組成物の接着性フィルムは、金属基材上に、実質的
に連続した様式で堆積される。
【００７８】
　通常の噴霧技術ならびにエアスプレー塗装、および静電塗装のための装置、ならびに手
動および自動のいずれかの方法がまた、基材に対する上記第１のコーティング組成物の塗
布に使用され得る。
【００７９】
　基材に対する任意の第１のコーティング組成物の塗布後、フィルムは、加熱によってか
または空気乾燥の期間によって水および／または有機溶媒をそのフィルムから追い出すこ
と（フラッシング）で、基材の表面に形成される。１つより多い第１のコーティング組成
物が基材に塗布される場合、フラッシングは、各コーティング層の塗布後に行われ得る。
【００８０】
　その後、コーティングされた基材は、第１のコーティング組成物を少なくとも部分的に
硬化させるために加熱される。硬化操作において、溶媒は追い出され、そしてフィルム形
成材料は架橋される。加熱操作または硬化操作は、通常、１６０～３５０°Ｆ（７１～１
７７℃）の範囲の温度で実施されるが、必要な場合、より低い温度またはより高い温度が
、必要に応じて架橋機構を活性化するために使用され得る。再び、１つより多い第１のコ
ーティング組成物が基材に塗布される場合、硬化は、各コーティング層の塗布後に行われ
得るか、または同時に複数の層を硬化することが可能である。
【００８１】
　上記第２のコーティング組成物は、基材の少なくとも一部上に塗布され得るか、または
本発明が複合コーティングである実施形態において、第１のコーティングの少なくとも一
部上に塗布され得る。本発明の多成分複合コーティングにおいて第２のコーティング組成
物として使用される噴霧可能なポリ尿素組成物は、代表的に、イソシアネート官能性成分
およびアミン官能性成分を含有する２成分組成物である。本発明の１つの実施形態におい
て、ポリ尿素コーティングは、以下の工程を包含するプロセスを使用して形成される：（
ａ）アミン基の当量に対するイソシアネート基の当量の比が１より大きく、イソシアネー
ト官能性成分　対　アミン官能性成分の容量混合比が１：１で基材に塗布され得るように
、上記イソシアネート官能性成分および上記アミン官能性成分を選択する工程；（ｂ）反
応混合物を生成する容量比で上記イソシアネート官能性成分と上記アミン官能性成分とを
混合する工程；ならびに（ｃ）基材をコーティングするポリ尿素を形成するために基材に
対して上記反応混合物を塗布する工程。
【００８２】
　本発明のこの実施形態におけるプロセスによって調製されるポリ尿素コーティングは、
受容可能なタックフリー時間、および短時間であり予測可能な硬化時間を有するコーティ
ングをもたらす。本発明のプロセスの制御された硬化速度は、テクスチャード表面を有す
るポリ尿素コーティングからなる２層コーティングの応用をもたらし得る。
【００８３】
　このようなポリ尿素組成物は、２成分混合デバイスを使用するプロセスに従って調製さ
れ得る。特定の実施形態において、上記ポリ尿素組成物は、等しい容量のイソシアネート
官能性成分とアミン官能性成分とが互いに衝突し、そして基材または上記第１のコーティ
ング組成物の少なくとも一部上に直ちに噴霧されて、その上に第２のコーティングを生成
する高圧衝突（ｈｉｇｈ　ｐｒｅｓｓｕｒｅ　ｉｍｐｉｎｇｅｍｅｎｔ）式混合デバイス
を使用して調製され得る。イソシアネート官能性成分およびアミン官能性成分が反応して
、基材または基材上の第１のコーティングに対する塗布の際に硬化されるポリ尿素組成物
を生成する。高圧衝突式混合デバイスは、ポリ尿素の調製のような、非常に速い反応速度
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を有するポリマー系からコーティングを調製するのに特に有用である。ポリ尿素は、代表
的に、本明細書中で「Ａ面」と称されるイソシアネート官能性成分の流れおよび本明細書
中で「Ｂ面」と称されるアミン官能性成分の流れによって処方される。イソシアネート官
能性成分を含むＡ面は、少なくとも１種のポリイソシアネートであり得、このポリイソシ
アネートとしては、モノマー、プレポリマー、オリゴマー、またはポリイソシアネートの
ブレンドが挙げられる。上記プレポリマーは、十分な量のポリアミンまたはイソシアネー
トと反応性の成分（例えば、当該分野において周知であるような１種以上のポリオール）
と、ポリイソシアネート上の反応性部位がプレポリマー中になお残存するように、前もっ
て反応するポリイソシアネートである。その後、ポリイソシアネートプレポリマー上の残
った反応性部位は、Ｂ面中の成分とのさらなる反応に利用可能である。
【００８４】
　本発明は、以下で、モノマーのポリイソシアネートの使用について記載されるが、これ
は、限定することを意味しない。本発明は、上に記載されるように、ポリイソシアネート
プレポリマーまたはポリイソシアネートのブレンド（例えば、１種以上のポリイソシアネ
ートプレポリマーおよび／または１種以上のモノマーのポリイソシアネートのブレンド）
を含有するコーティング組成物を包含する。Ａ面において使用される適切なポリイソシア
ネート反応物としては、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）が挙げられ、これは、
３，３，５－トリメチル－５－イソシアナト－メチル－シクロヘキシルイソシアネート；
水素化材料（例えば、シクロヘキシレンジイソシアネート、４，４’－メチレンジシクロ
ヘキシルジイソシアネート（Ｈ１２ＭＤＩ）；混合アラルキルジイソシアネート（例えば
、テトラメチルキシリルジイソシアネート（ＯＣＮ－Ｃ（ＣＨ３）２－Ｃ６Ｈ４Ｃ（ＣＨ

３）２－ＮＣＯ））；ならびにポリメチレンイソシアネート（例えば、１，４－テトラメ
チレンジイソシアネート、１，５－ペンタメチレンジイソシアネート、１，６－ヘキサメ
チレンジイソシアネート（ＨＭＤＩ）、１，７－ヘプタメチレンジイソシアネート、２，
２，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネートおよび２，４，４－トリメチルヘキ
サメチレンジイソシアネート、１，１０－デカメチレンジイソシアネートおよび２－メチ
ル－１，５－ペンタメチレンジイソシアネート）である。脂肪族イソシアネートは、ＵＶ
光による分解に抵抗性であるポリ尿素コーティングを生成するのに特に有用である。しか
し、他の状況において、費用の低い芳香族ポリイソシアネートは、耐久性が重要な問題と
ならない場合に使用され得る。芳香族ポリイソシアネートの非限定的な例としては、一般
的に、フェニレンジイソシアネート、トルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）、キシレンジ
イソシアネート、１，５－ナフタレンジイソシアネート、クロロフェニレン　２，４－ジ
イソシアネート、ジトルエンジイソシアネート、ジアニシジンジイソシアネート、トリジ
ンジイソシアネートおよびアルキル化ベンゼンジイソシアネート；メチレンジフェニルジ
イソシアネートのようなメチレンによって分断された芳香族ジイソシアネート（特に、ア
ルキル化アナログ（例えば、３，３’－ジメチル－４，４’－ジフェニルメタンジイソシ
アネートおよびポリマーメチレンジフェニルジイソシアネート）を含む４，４’－アイソ
マー）（ＭＤＩ）が挙げられる。
【００８５】
　過剰なポリイソシアネートモノマー（すなわち、プレポリマーの調製からの残留遊離モ
ノマー）は、ポリ尿素組成物の粘性を減少させ得、基材または上記第１のコーティング組
成物上の改良された流れを可能にする。過剰なポリイソシアネートモノマーはまた、いく
つかの場合において、先に塗布されたコーティングおよび／または基材自体に対するポリ
尿素コーティングの改良された接着を提供することが観察されている。例えば、自動車の
表面に先に塗布された硬化したコーティングは、イソシアネートに対して反応性であり、
それによって第１のコーティングに対する噴霧されたポリ尿素組成物の接着を増強する官
能基（例えば、水酸基）含み得る。より低い粘性のポリ尿素組成物はまた、組成物をより
長い時間流動可能な状態に保つ。本発明の特定の実施形態において、イソシアネート官能
性組成物の少なくとも１重量％、または少なくとも２重量％、または少なくとも４重量％
は、少なくとも１種のポリイソシアネートモノマー（すなわち、残留遊離ポリイソシアネ
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ートモノマー）を含有する。
【００８６】
　種々のオリゴマーのポリイソシアネート（例えば、ダイマー、トリマー、ポリマーなど
）および改変ポリイソシアネート（例えば、カルボジイミド、ウレトン（ｕｒｅｔｏｎｅ
）－イミンなど）はまた本発明の範囲内であることが、理解される。Ａ面またはＢ面はま
た、表面コーティングの分野において周知であるような不活性成分（例えば、フィラー、
安定剤および顔料）を含み得る。
【００８７】
　本発明の第２のコーティング組成物のＢ面に使用するのに適したアミンは、一級アミン
、二級アミン、三級アミンまたはそれらの混合物であり得る。上記アミンは、モノアミン
、またはポリアミン（例えば、ジアミン、トリアミン、より高度なポリアミンおよび／ま
たはそれらの混合物）であり得る。上記アミンはまた、芳香族または脂肪族（例えば、脂
環式）であり得る。１つの実施形態において、アミン成分は、向上した耐久性を提供する
脂肪族アミンを含む。上記アミンは、代表的に、比較的低い粘性（例えば、２５℃におい
て約１００ｍＰａ・ｓ未満）を有する液体として提供される。１つの実施形態において、
一級アミンは、上記アミン成分中に存在しない。特定の実施形態において、アミン成分は
、一級アミンと二級アミンとの混合物に基づく。例えば、一級アミンと二級アミンとの混
合物が利用される場合、その一級アミンは２０～８０重量％の量または２０～５０重量％
の量で存在し得、残りは二級アミンである。他のアミンは使用され得るが、上記組成物中
に存在する一級アミンは、一般的に、２００より大きい分子量（例えば、揮発性を減少さ
せるため）を有し、そして存在する二級アミンは、一般的に、少なくとも１９０（例えば
、２１０～２３０）の分子量を有するジアミンを含む。
【００８８】
　１つの特定の実施形態において、アミン官能性成分は、２０～８０重量％の量または５
０～８０重量％の量で存在する少なくとも１種の二級アミンを含む。適切な二級アミンは
、アクリレートおよびメタクリレートを含み得、「アクリレートおよびメタクリレートで
改変されたアミン」は、モノアクリレートおよびポリアクリレートで改変されたアミン、
ならびにアクリレートもしくはメタクリレートで改変されたモノアミンまたはポリアミン
の両方を意味する。このようなアクリレートまたはメタクリレートで改変されたアミンは
、代表的に、脂肪族アミンを含む。適切な脂肪族ポリアミンの例としては、以下が挙げら
れるが、これらに限定されない：エチルアミン、異性体プロピルアミン、ブチルアミン、
ペンチルアミン、ヘキシルアミン、シクロヘキシルアミン、エチレンジアミン、１，２－
ジアミノプロパン、１，４－ジアミノブタン、１，３－ジアミノペンタン、１，６－ジア
ミノヘキサン、２－メチル－１，５－ペンタンジアミン、２，５－ジアミノ－２，５－ジ
メチルヘキサン、２，２，４－トリメチル－１，６－ジアミノ－ヘキサンおよび／もしく
は２，４，４－トリメチル－１，６－ジアミノ－ヘキサン、１，１１－ジアミノウンデカ
ン、１，１２－ジアミノドデカン、１，３－シクロヘキサンジアミンおよび／もしくは１
，４－シクロヘキサンジアミン、１－アミノ－３，３，５－トリメチル－５－アミノメチ
ル－シクロヘキサン、２，４－および／または２，６－ヘキサヒドロトルイレンジアミン
、２，４’－および／または４，４’－ジアミノ－ジシクロヘキシルメタンならびに３，
３’－ジアルキル４，４’－ジアミノ－ジシクロヘキシルメタン（例えば、３’，３－ジ
メチル－４，４’－ジアミノ－ジシクロヘキシルメタンおよび３，３’－ジエチル－４，
４’－ジアミノ－ジシクロヘキシルメタン）、２，４－ジアミノトルエンおよび／もしく
は２，６－ジアミノトルエンならびに２，４’－ジアミノジフェニルメタンおよび／また
は４，４’－ジアミノジフェニルメタン、またはそれらの混合物。
【００８９】
　本発明の実施形態において、二級アミンとしては、脂肪族アミン（例えば、脂環式ジア
ミン）が挙げられる。このようなアミンは、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
（Ｈｏｕｓｔｏｎ、ＴＸ）からＪＥＦＦＬＩＮＫＴＭ（例えば、ＪＥＦＦＬＩＮＫＴＭ７
５４）の名称で市販されている。別の実施形態において、アミンは、アミン官能性樹脂と
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して提供され得る。このようなアミン官能性樹脂は、比較的低い粘性であり得、硬質（ｈ
ｉｇｈ　ｓｏｌｉｄｓ）ポリ尿素コーティングの処方において使用するのに適したアミン
官能性樹脂である。多くの異なるアミン官能性樹脂のいずれかが適切であり得る一方で、
本発明の１つの実施形態において、このアミン官能性樹脂は、有機酸のエステルを含む（
例えば、アスパラギン酸エステルベースでイソシアネートと適合可能な反応性のアミン官
能性樹脂；例えば、溶媒を含まず、そして／または１：１を超えないアミン官能基対エス
テルのモル比なので反応において過剰な一級アミンを残さない樹脂）。このようなポリア
スパラギン酸エステルの１つの例は、Ｂａｙｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｐｉ
ｔｔｓｂｕｒｇｈ，ＰＡから商品名ＤＥＳＭＯＰＨＥＮ　ＮＨ１２２０で市販されている
、ジエチルマレエートと１，５－ジアミノ－２－メチルペンタンとの誘導体である。アス
パルテート基を含む他の適切な化合物が、同じく利用され得る。さらに、二級ポリアミン
は、化合物（例えば、マレイン酸、フマル酸エステル、脂肪族ポリアミンなど）の誘導体
を含み得るポリアスパラギン酸エステルを含み得る。
【００９０】
　上記アミン官能性成分はまた、高分子量の一級アミン（例えば、ポリオキシアルキレン
アミン）を含み得る。ポリオキシアルキレンアミンは、例えば、プロピレンオキシド、エ
チレンオキシド、またはそれらの混合物に由来する骨格に結合する、２つ以上の一級アミ
ノ基を含む。このようなアミンの例としては、名称ＪＥＦＦＡＭＩＮＥＴＭでＨｕｎｔｓ
ｍａｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製から市販されているアミンが挙げられる。このような
アミンは、代表的に、２００～７５００の範囲の分子量を有する（例えば、ＪＥＦＦＡＭ
ＩＮＥ　Ｄ－２３０、Ｄ－４００、Ｄ－２０００、Ｔ－４０３およびＴ－５０００である
が、これらに限定されない）。
【００９１】
　混合デバイス中のイソシアネート官能性成分　対　アミン官能性成分の容量比は、基材
に塗布され得る任意の適切な容量混合比（例えば、１：１である）であり得る。１：１の
容量比が、標準的な衝突式混合デバイス内での適切な混合を確保するために選択され得る
。自動車産業における使用について受容される市販の混合デバイスの１つの例は、ＧＵＳ
ＭＥＲＴＭＭｏｄｅｌ　ＧＸ－７スプレーガンに取り付けられたＧＵＳＭＥＲＴＭＶＲ－
Ｈ－３０００プロポーショナーである。そのデバイスにおいて、Ａ面およびＢ面の成分の
加圧された流れは、プロポーショナーの２つの別個のチャンバーから送達され、スプレー
ガンを介して所望の基材上にコーティングされるポリ尿素組成物を形成する２つの成分の
緊密な混合を達成するために、高速度で互いに影響するか、または衝突される。混合の間
、これらの成分は、高圧にて相互に微粒化され、そして衝突される。ポリ尿素反応の優れ
た制御は、成分の流れの力が釣り合う場合に達成される。この成分の流れによって直面す
る混合の力は、混合チャンバーに単位時間あたりに進入するそれぞれの流れの容量、およ
び成分の流れが送達される圧力によって決定される。単位時間あたりの成分の１：１の容
量比は、成分の力を平均化するのに役立つ。イソシアネート対アミンの１：１の容量比は
、噴霧可能なポリ尿素のトラック用ベッドライナーの自動車用ＯＥＭの塗布に、特に関連
し得る。
【００９２】
　当該分野で公知である他の塗布／混合デバイスは、本発明のポリ尿素組成物を塗布する
ために使用され得る。１つの適切な塗布デバイスは、「静的混合（ｓｔａｔｉｃ　ｍｉｘ
）チューブ」塗布器として一般的に公知である。このような静的混合チューブにおいて、
イソシアネート成分およびアミン成分は、別個のチャンバーまたは容器中に、それぞれ保
存される。圧力が適用される場合、これらの成分の各々は、容量で１：１の比において混
合チューブ中に至る。これらの成分の混合は、チューブ内の捻れた通路または螺旋状の通
路を経て達成される。チューブの出口末端は、反応混合物の噴霧塗布に有用な微粒化能力
を有し得る。あるいは、流体反応混合物は、ビーズとして基材に塗布され得る。適切な静
的混合チューブ塗布器は、Ｃａｍｍｄａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能である。
Ｖ．Ｏ．Ｂａｋｅｒから入手可能である別の設計は、空気ポンプの塗布器または手動ポン
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プの塗布器のいずれかを備えるデュアルカートリッジシリンジ塗布器である。
【００９３】
　イソシアネート基対アミン基の当量の比は、ポリ尿素コーティング組成物の硬化の速度
を制御し、それによって接着に影響を与えるように選択され得る。１：１の容量比で生成
され得るか、または１：１の容量比で基材に塗布され得る２成分ポリ尿素組成物は、イソ
シアネート基　対　アミン基の当量の比（反応係数（ｒｅａｃｔｉｏｎ　ｉｎｄｅｘ）と
しても公知である）が１より大きい（例えば、１．０１：１～１．１０：１、または１．
０３：１～１．１０：１、または１．０５：１～１．０８：１）場合に、硬化および上記
第１のコーティング組成物に対する接着において特に有利であることが見出された。「１
：１の容量比で生成され得る」または「１：１の容量比で基材に塗布され得る」は、その
容量比が、各成分に対して２０％まで、または１０％まで、または５％まで変動すること
を意味する。イソシアネート官能性成分およびアミン官能性成分は、上に列挙されるイソ
シアネート（ポリイソシアネートを含む）およびアミンのいずれかから選択されて、１：
１の容量比で塗布され得るにもかかわらず１より大きい反応係数、および生じるコーティ
ングの受容可能な性能を提供し得る。
【００９４】
　いくつかの場合において、トラック用ベッドライナーのためのポリ尿素コーティング組
成物の所望の物理的特性は、表面のきめである。この表面のきめは、滑らかで実質的にタ
ックフリーである第１の層を生成する第１のコーティング組成物上に、ポリ尿素組成物を
最初に噴霧することによってもたらされ得る。「実質的にタックフリー」は、Ｔａｃｋ－
Ｆｒｅｅ法によって決定されるような、緩く嵌めた手袋で層の表面に穏やかに触れる際に
、手袋の先端が、その表面に固着しないか、あるは粘着しない状態を意味する。Ｔａｃｋ
－Ｆｒｅｅ法は、１回で噴霧されるコーティング組成物が非粘着性プラスチックシート上
に１０～１５ミル（２５４～３８１ミクロン）の厚さまでコーティングすることを提供す
る。噴霧が完了したとき、操作者は、緩く嵌めた使い捨てのビニール手袋（例えば、Ｍａ
ｒｉｇｏｌｄ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ，Ｎｏｒｃｒｏｓｓ　ＧＡによって商品名Ａｍｂｉ
ｄｅｘ　Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅ　Ｖｉｎｙｌ　Ｇｌｏｖｅで市販されているもの）を使用
して、そのコーティングの表面に穏やかに触れる。そのコーティングは、異なる指先を使
用することによって１回より多く触れられ得る。手袋の先端が、もはや層の表面に固着し
ないか、またはその表面から全く引っ張られない場合、その層は、実質的にタックフリー
であるといわれる。噴霧の完了から始まって、そのコーティングが実質的にタックフリー
になるまでの時間は、タックフリー時間といわれる。ポリ尿素組成物についてのタックフ
リー時間および硬化時間は、種々の配合成分のレベルを釣り合わせること（例えば、一級
アミン対二級アミンの比を釣り合わせること）によって制御され得る。次いで、上記ポリ
尿素組成物の第２の層またはその次の層は、きめを有する層または「ダストコーティング
（ｄｕｓｔ　ｃｏａｔｉｎｇ）」として第１の層に塗布され得る。これは、例えば、コー
ティングされた基材に接触する前にポリ尿素組成物の離散した液滴を形成するために、塗
布／混合デバイスとコーティングされた基材との間の距離を増加させ、それによって第２
の層の表面において制御された不均一性を形成することによって達成され得る。実質的に
タックフリーであるポリ尿素コーティングの第１の層は、第２のポリ尿素層に対して少な
くとも部分的に抵抗性である（すなわち、この液滴が、表面のきめをもたらすために第１
の層に接着するが、その第１の層と合体しないように、第２のポリ尿素層またはダストコ
ーティングとしてその第１の層上に噴霧されたポリ尿素組成物の液滴の合体に対して少な
くとも部分的に抵抗性である）。代表的に、第２のポリ尿素層は、第１のポリ尿素層より
多い表面のきめを示す。この２つのポリ尿素層の総合的な厚さは、２０～１２０ミルの範
囲（例えば、４０～１１０ミル、または６０～１００ミル（１５２４～２５４０ミクロン
））であり得、この第１の層は、全体の厚さの半分～４分の３（７６２～１９０５ミクロ
ン）であり、そしてこのダストコーティングは、全体の厚さの４分の１～半分（３８１～
１２７０ミクロン）である。ポリ尿素コーティングの各層が異なる組成物から堆積され得
ることに、さらに留意すべきである。１つの実施形態において、第１の層は、芳香族アミ
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ン成分および芳香族ポリイソシアネート成分を含有するポリ尿素組成物から堆積されるが
、第２の層は、脂肪族アミン成分および脂肪族ポリイソシアネート成分を含有するポリ尿
素組成物から堆積される。注目すべきは、上記「第１の」ポリ尿素コーティング層が、１
つ、２つ、３つまたはそれ以上の層を含み得、そして上記「第２の」ポリ尿素コーティン
グ層が、この第１の層上に塗布された１つ以上の次なる層であり得ることである。例えば
、本発明の１つの実施形態において、４つのポリ尿素層が、塗布され得、その第４の層は
、ダストコーティングであり、各層は、１５～２５ミル（３８１～６３５ミクロン）の範
囲の厚さを有する。
【００９５】
　上記ポリ尿素組成物はまた、１つ以上の添加剤（例えば、光安定剤、増粘剤、顔料、難
燃剤、接着促進剤、触媒、または性能もしくは特性の改変剤）を含有し得る。このような
添加剤は、代表的に、Ａ面において提供されるが、その代わりに、Ｂ面またはそれらの両
方において提供されてもよい。
【００９６】
　本発明の特定の実施形態において、ポリ尿素組成物は、通常はアミン官能性成分（Ｂ面
）中に、クレーおよび必要に応じて、シリカをさらに含有する。この実施形態において、
金属基材の表面上に２成分ポリ尿素コーティング組成物から形成されるコーティング層は
、取り付けデバイスを使用せずに、ＡＳＴＭ　Ｄ　１８７６において概説される試験法に
従って測定したところ、クレーまたはシリカを含有しない類似のコーティング組成物より
良好な、金属基材に対する接着を有することが見出された。
【００９７】
　上記クレーは、当該分野において公知である種々のクレーのいずれかから選択され得、
これらのクレーとしては、モンモリロナイトクレー（例えば、ベントナイト）、カオリン
クレー、アタパルガイトクレー、海泡石クレー、およびそれらの混合物が挙げられる。さ
らに、このクレーは、当該分野において公知である通りに処理された表面であり得る。任
意の適切な表面処理が、使用され得る；例えば、以下の構造：
【００９８】
【化５】

に従う１種以上のアミンであって、Ｒ１およびＲ４は、独立して、Ｃ４～Ｃ２４である直
鎖状、分枝状、もしくは環状のアルキル、アリール、アルケニル、アラルキルまたはアラ
ルキルであり、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５およびＲ７は、独立して、ＨまたはＣ１～Ｃ２０である
直鎖状、分枝状、もしくは環状のアルキル、アリール、アルケニル、アラルキルまたはア
ラルキルであり、そしてＲ６は、Ｃ１～Ｃ２４である直鎖状、分枝状、もしくは環状のア
ルキレン、アリーレン、アルケニレン、アラルキレン、またはアラルキレンである。非限
定的な例として、表面処理されたベントナイト（例えば、米国特許第３，９７４，１２５
号に記載されるアルキルアンモニウムベントナイト）が、使用され得る。
【００９９】
　本発明の実施形態において、クレーは、少なくとも０．５重量％のレベル、いくつかの
場合においては少なくとも１重量％のレベル、および他の場合においては少なくとも１．
５重量％のレベルで上記ポリ尿素組成物中に存在する。また、上記クレーは、その組成物
の６重量％まで、いくつかの場合においては５重量％まで、および他の場合においては４
重量％までにて存在し得る。２成分ポリ尿素組成物中のクレーの量は、上に記載される任
意の値、または上に記載される任意の値の間の範囲であり得るが、但し、そのポリ尿素組
成物の接着特性および塗布における粘性は、悪影響を受けない。
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【０１００】
　上記の通り、２成分ポリ尿素組成物は、必要に応じて、シリカを含有し得る。任意の適
切なシリカは、それが塗布性能およびコーティング性能の特性を損なわない適切なチキソ
トロープ（ｔｈｉｘｏｔｒｏｐｅ）である限り、使用され得る。本発明の特定の実施形態
において、シリカは、乾式シリカを含む。
【０１０１】
　存在する場合、上記シリカは、少なくとも０．５重量％のレベル、いくつかの場合にお
いては少なくとも１重量％のレベル、および他の場合においては少なくとも１．５重量％
のレベルで上記２成分コーティング組成物中に存在する。また、上記クレーは、その組成
物の６重量％まで、いくつかの場合においては５重量％まで、および他の場合においては
４重量％までにて存在し得る。上記２成分コーティング組成物中のシリカの量は、上に記
載される任意の値、または上に記載される任意の値の間の範囲であり得るが、但し、その
ポリ尿素組成物の接着特性および塗布における粘性は、悪影響を受けない。
【０１０２】
　本発明の１つの実施形態は、基材に対するポリ尿素組成物の接着を増強するための接着
促進剤の使用を包含する。本発明の実施形態において、この基材は、地金（陽極処理され
た金属が挙げられる）、前処理された金属、または上に記載されるようなものを含み得、
ポリ尿素組成物が多成分複合コーティングの一部として塗布される第１のコーティングま
たは多層複合コーティングが存在し得、これらのコーティングは、電着可能なフィルム形
成組成物、プライマー組成物、着色または非着色の単一被膜組成物、着色ベースコート組
成物、透明トップコート組成物、産業用コーティング組成物、および自動車の最初の装備
の製造または自動車の再仕上げにおいて一般的に使用される他のコーティングから選択さ
れる。上記ポリ尿素コーティングが第１のコーティング上に塗布される場合、本発明の多
成分複合コーティングは、代表的に、接着促進組成物をさらに含み、その接着促進組成物
は、第１のコーティング組成物および第２のコーティング組成物の少なくとも１つに含ま
れ、そして／または第２のコーティング組成物の塗布前に第１のコーティング層の少なく
とも一部上に別個の層として塗布される。この実施形態において、第２のポリマー層は、
取り付けデバイスを使用せずにＡＳＴＭ　Ｄ　１８７６において概説される試験法に従っ
て測定される場合、少なくとも５ｆｔ－ｌｂ、または少なくとも１０ｆｔ－ｌｂ、または
少なくとも１５ｆｔ－ｌｂの９０°剥離接着強さを有し得る。
【０１０３】
　上記接着促進剤は、Ａ面もしくはＢ面のいずれかまたはその両方において、ポリ尿素成
分と一緒に提供され得る。あるいは、接着促進剤は、基材または第１のコーティングにポ
リ尿素コーティングが塗布される前に、その基材または第１のコーティングに別個の層と
して直接塗布され得る。別個の層として塗布される場合、接着促進剤は、ポリ尿素コーテ
ィングの塗布前にエバポレートされるキャリア（例えば、有機溶媒または水）中に、分散
されても溶解されてもよい。あるいは、接着促進剤は、基材に直接塗布できる形態であり
得る。接着促進剤はまた、第１のコーティング組成物の成分であり得る。どのような場合
においても、接着促進剤は、はけ塗り塗装、浸漬塗装、ロールコート塗装、カーテン塗装
、噴霧または当該分野において周知である他の塗布技術によって塗布され得る。
【０１０４】
　適切な接着促進剤の例としては、アミン（例えば、三級アミンまたはメラミン）、アミ
ノシラン、金属錯体およびウレタンアクリレート組成物が挙げられる。接着促進剤によっ
て基材に対するポリ尿素の接着を増強する根本的な機構は、１つ以上の現象（例えば、基
材または先に塗布されたコーティング上の反応性基（例えば、水酸基）と上記ポリ尿素組
成物の官能基との間の反応の触媒作用、基材との反応、または水素結合を介するような基
材との結合形成であるが、これらに限定されない）を含み得る。
【０１０５】
　接着促進剤として使用するのに適切な三級アミンとしては、１，５－ジアザビシクロ［
４．３．０］ノナ－５－エン、１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］ウンデカ－７－エ
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ン、１，４－ジアザビシクロ［２．２．２］オクタン、１，５，７－トリアザビシクロ［
４．４．０］デカ－５－エン、および７－メチル－１，５，７－トリアザビシクロ［４．
４．０］デカ－５－エンが挙げられる。接着促進剤として使用するのに適切なアミノシラ
ンの例は、γ－アミノプロピルトリエトキシシラン（ＯＳＹ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ，
Ｉｎｃ．からＳｉｌｑｕｅｓｔ　Ａ１００として市販されている）である。他の適切なア
ミン官能性接着促進剤としては、１，３，４，６，７，８－ヘキサヒドロ－２Ｈ－ピリミ
ド－（１，２－Ａ）－ピリミジン、ヒドロキシエチルピペラジン、Ｎ－アミノエチルピペ
ラジン、ジメチルアミンエチルエーテル、テトラメチルイミノプロピルアミン（Ａｉｒ　
Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ．からＰｏｌｙｃａｔ（登録商
標）１５として市販されている）、ブロック化アミン（例えばＩＰＤＩとジメチルアミン
との付加物）、メラミン（例えば、メラミン自体またはイミノメラミン樹脂（例えば、Ｃ
ｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．から入手可能なＣｙｍｅｌ（登録商標）２２
０またはＣｙｍｅｌ（登録商標）３０３）　が挙げられる。金属含有接着促進剤としては
、金属キレート錯体（例えば、アルミニウムキレート錯体（例えば、Ｋｉｎｇ　Ｉｎｄｕ
ｓｔｒｉｅｓから入手可能なＫ－Ｋａｔ　５２１８）または錫含有組成物（例えば、錫オ
クトエートおよび有機錫化合物（例えば、ジブチル錫ジラウレートおよびジブチル錫ジア
セテート））が挙げられ得る。他の接着促進剤としては、塩（例えば、塩素のリン酸塩）
、ブタジエン樹脂（例えば、エポキシ化した、ヒドロキシ末端のポリブタジエン樹脂（例
えば、Ａｔｏｆｉｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ．から入手可能なＰｏｌｙ　ｂｄ（
登録商標）６０５Ｅ））、ポリエステルポリオール（例えば、Ｓｏｌｖａｙ　Ａｍｅｒｉ
ｃａ，Ｉｎｃ．から入手可能なポリエステルトリオールであるＣＡＰＡ（登録商標）３０
９１）およびウレタンアクリレート組成物（例えば、芳香族ウレタンアクリレートオリゴ
マー（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎｃ．から入手可能なＣＮ９９９
））が挙げられ得る。
【０１０６】
　本発明の１つの実施形態において、接着促進組成物は、メラミン、ウレタンアクリレー
ト、金属キレート錯体、塩、錫含有化合物および多水酸基ポリマーから選択される少なく
とも１つの成分を含有する。適切なメラミンとしては、架橋剤への言及において上で開示
されるものが挙げられる。
【０１０７】
　特定の実施形態において、本発明は、コーティングされた基材、コーティングされた乗
物、またはコーティングされた乗物基材、を提供し、これらは、第１のコーティング組成
物によってコーティングされた第１の基材、および第２の基材の少なくとも一部上に堆積
される、少なくとも１つの噴霧可能なポリ尿素組成物からなる少なくとも１つの層または
上に開示されるような多成分複合コーティングのいずれかによってコーティングされた第
２の基材（代表的に、トラックの荷台）を備える。この実施形態において、第１の基材上
の第１のコーティング組成物およびポリ尿素コーティング組成物からなる少なくとも１つ
の層は、１種以上の顔料（代表的に、コーティングされた乗物基材の少なくとも一部が、
付随する乗物本体の色と実質的に一致する色を有するように、色または効果を増強する顔
料）を含有する。この顔料は、第１のポリ尿素層、およびポリ尿素コーティングの一部の
ような、第２の、きめを有するポリ尿素層のいずれかまたは両方において存在し得る。こ
の実施形態において、第２の基材（代表的に、少なくとも１つのポリ尿素コーティング組
成物によってコーティングされるトラックの荷台）の色は、実質的に、その乗物本体の色
と同じである。
【０１０８】
　この目的に適した顔料としては、金属性顔料、または有機性もしくは無機性の着色顔料
が挙げられ得る。適切な金属性顔料としては、特に、アルミニウムフレーク、青銅フレー
クおよびマイカの顔料（例えば、金属酸化物をコーティングしたマイカ）が挙げられる。
金属性含量に加えて、同じくまたは代替的に、コーティング組成物は、無機顔料（例えば
、二酸化チタン、酸化鉄、酸化クロム、クロム酸鉛、およびカーボンブラック）を含む非
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金属色顔料、および有機顔料（例えば、フタロシアニンブルーおよびフタロシアニングリ
ーン）を含み得る。一般的に、上記顔料は、コーティングの固形物の総重量に基づいて約
１～８０重量％の量で各コーティング組成物に組み込まれ得る。上記金属性顔料は、コー
ティングの固形物の総重量に基づいて０．５～２５重量％の量で利用され得る。
【０１０９】
　さらに、本発明は、（Ａ）第１および第２の主要な表面を有するキャリアフィルム、お
よび（Ｂ）そのフィルムの第１の表面上に重ねられたコーティング層を備える複合物品に
関連し、このコーティング層は、上に記載されるような少なくとも１つのイソシアネート
官能性成分および少なくとも１つのアミン官能性成分を含むポリ尿素コーティング組成物
から形成される。
【０１１０】
　任意の適切なキャリアフィルムは、上記コーティング層（Ｂ）が、そのキャリアフィル
ム上に重ねられる限り、この実施形態において使用され得る。適切なキャリアフィルムと
しては、熱可塑性材料、熱硬化性材料、金属箔、セルロース紙、および合成紙が挙げられ
るが、これらに限定されない。
【０１１１】
　本発明のさらなる実施形態において、キャリアフィルムは、適切な金属箔を含む。本明
細書中で使用される場合、用語「箔」とは、金属の、薄く、そして可撓性であるシートを
いう。本発明のキャリアフィルムに使用され得る適切な金属箔としては、アルミニウム、
鉄、銅、マンガン、ニッケル、それらの組み合わせ、およびそれらの合金が挙げられるが
、これらに限定されない。本発明の特定の実施形態は、図１に示され、金属箔キャリアフ
ィルム４は、コーティング層２によってコーティングされる。
【０１１２】
　本発明の実施形態において、キャリアフィルムは、適切な熱可塑性材料を含む。本明細
書中で使用される場合、用語「熱可塑性材料」とは、加熱される場合に軟化または融合し
得、そして冷却した場合に再び凝固（硬化）し得る任意の材料をいう。本発明のキャリア
フィルムとして使用され得る適切な熱可塑性材料としては、ポリオレフィン、ポリウレタ
ン、ポリエステル、ポリアミド、ポリ尿素、アクリル、およびそれらの混合物を含む材料
が挙げられるが、これらに限定されない。
【０１１３】
　本発明の別の実施形態において、キャリアフィルムは、適切な熱硬化性材料を含む。本
明細書中で使用される場合、用語「熱硬化性材料」とは、加熱され、そして／または硬化
された後に永久に剛性となる任意の材料をいう。本発明のキャリアフィルムとして使用さ
れ得る適切な熱硬化性材料としては、ポリウレタンポリマー、ポリエステルポリマー、ポ
リアミドポリマー、ポリ尿素ポリマー、ポリカーボネートポリマー、アクリルポリマー、
樹脂、それらのコポリマー、およびそれらの混合物を含む材料が挙げられるが、これらに
限定されない。
【０１１４】
　本発明のさらなる実施形態において、キャリアフィルムは、合成紙を含む。本明細書中
で使用される場合、用語「合成紙」とは、コーティングされてもコーティングされなくて
もよい、合成の平地（ｐｌａｉｎ）またはつや出しされたシートをいい、そしてこれは、
ポリプロピレン、ポリエチレンポリスチレン、セルロースエステル、ポリエチレンテレフ
タレート、ポリエチレンナフタレート、ポリ１，４－シクロヘキサンジメチレンテレフタ
レート、ポリビニルアセテート、ポリイミド、ポリカーボネート、ならびにそれらの組み
合わせおよび混合物を含むフィルムから作製される。コーティングされた紙は、フィルム
形成樹脂（例えば、ポリオレフィン、塩化ポリビニルなど）によって両面をコーティング
される基材を含み得る。合成紙は、適切な実施形態において、種々の添加剤（例えば、白
色顔料（例えば、酸化チタン、酸化亜鉛、タルク、炭酸カルシウムなど）、分散剤（例え
ば、脂肪アミド（例えば、ステアルアミドなど）、脂肪酸の金属塩（例えば、ステアリン
酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウムなど））、顔料および染料（例えば、群青、コバルト
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バイオレットなど）、酸化防止剤、蛍光増白剤、ならびに紫外吸収体）を含み得る。本発
明に使用され得る合成紙の非限定的な例は、ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．、
Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ、ＰＡから市販されている商品名ＴＥＳＬＩＮ（登録商標）で利用
可能であるものが挙げられる。
【０１１５】
　本発明の特定の実施形態は、図２に示され、キャリアフィルム８は、コーティング層６
によってコーティングされる、熱可塑性材料、熱硬化性材料、または合成紙である。
【０１１６】
　本発明の特定の実施形態において、キャリアフィルムは、少なくとも０．５μｍのフィ
ルム厚、いくつかの実施形態においては少なくとも１μｍのフィルム厚、他の実施形態に
おいては少なくとも２μｍのフィルム厚、いくつかの状況においては少なくとも３μｍの
フィルム厚、および他の状況においては少なくとも５μｍのフィルム厚を有する。また、
上記キャリアフィルムは、１００μｍまで、いくつかの場合においては９０μｍまで、他
の場合においては７５μｍまで、いくつかの状況においては５０μｍまで、および他の状
況においては４０μｍまでの厚さであり得る。上記キャリアフィルムは、任意の厚さであ
り得、変動し得、そして上に列挙される任意の厚さの間の範囲であり得るが、但しそのキ
ャリアフィルムは、上記コーティング層（Ｂ）を適切に支持し得、そして所定の目的およ
び使用用途に対して十分に順応性であり得る。
【０１１７】
　上に示される通り、コーティング層は、上に記載されるポリ尿素組成物のいずれかを含
有する少なくとも１つのコーティング組成物から上記キャリアフィルム上に形成される。
【０１１８】
　本発明において、２成分ポリ尿素コーティングは、以下によってキャリアフィルム上に
形成される：（Ｉ）（Ａ）少なくとも１つのイソシアネート官能性成分が挙げられる第１
の成分、および（Ｂ）少なくとも１つのアミン官能性材料が挙げられる第２の成分を選択
する工程であって、（Ａ）対（Ｂ）の容量比が、１：１であり、そしてイソシアネート基
　対　アミン基の当量比が、１．０３：１～１．１：１である工程；（ＩＩ）反応混合物
を形成するために（Ａ）と（Ｂ）とを混合する工程；および（ＩＩＩ）上記キャリアフィ
ルム上にポリ尿素コーティングを形成するために、そのキャリアフィルムの表面に反応混
合物を塗布する工程。
【０１１９】
　本発明の特定の実施形態において、２成分組成物は、噴霧可能であり、そして上記複合
物品は、上記フィルム上に上記コーティング組成物を噴霧すること（例えば、上に記載さ
れる２成分混合デバイスを使用すること）によって作製され得る。
【０１２０】
　本発明の実施形態において、上記キャリアフィルムは、そのフィルムの第２の表面上に
重ねられる接着層を含み得る。当該分野において公知である任意の適切な接着性組成物が
、接着層を形成するために使用され得る。適切な接着性組成物としては、Ｃ１～Ｃ５であ
る直鎖状、分枝状、または環状のアルキル（メタ）アクリレートモノマーを含有するモノ
マー組成物から調製される少なくとも１種のアクリルラッテクスポリマーを含む組成物が
挙げられる。
【０１２１】
　さらなる実施形態において、一時的な保護被覆が、接着層上に重ねられ得る。任意の適
切な材料が、保護被覆として使用され得る。適切な材料としては、紙およびポリマー性材
料が挙げられるが、これらに限定されない。
【０１２２】
　本発明の特定の実施形態は、図３に示され、キャリアフィルム１２は、コーティング層
１０によって第１の面上にコーティングされる、熱可塑性材料、熱硬化性材料、または合
成紙である。接着層１４は、キャリアフィルム１２の第２の面上にコーティングされ、次
に接着層１４は、保護層１６によって被覆される。
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【０１２３】
　以下の実施例は、本発明を例示することを意図し、そして決して本発明を限定するもの
として解釈されるべきではない。
【実施例】
【０１２４】
　ポリ尿素組成物を、Ｇｕｓｍｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎによって製造される高圧衝
突式混合デバイス中でＡ面の成分　対　Ｂ面の成分の１：１の容量比を混合することによ
って、表１における実施例１の処方から生成した。
【０１２５】
　Ａ面の成分を、前もって混合し、そして上記混合デバイスの保持チャンバー中に充填し
た。Ｂ面を、窒素下においてＩＰＤＩ、テラタン（ｔｅｒａｔｈａｎｅ）、ブタンジオー
ル、およびネオペンチルグリコールを混合することでプレポリマーを調製することによっ
て調製した。触媒的な量のジブチル錫ジラウレート（ＤＢＴＬ）を添加し、そしてこの混
合物を、１５分間攪拌した。この反応混合物を、最初に４０℃に加熱し、次いで１００℃
に加熱した。得られたプレポリマーを、８０℃に冷却し、そして９５％のＤｅｓｍｏｄｕ
ｒ　Ｎ３４００に注ぎ、そして１５分間攪拌した。さらなるＤｅｓｍｏｄｕｒ　Ｎ３４０
０を添加して、イソシアネート当量を調整した。
【０１２６】
　アミンの当量に対するイソシアネートの比を、１．０４であると算出した。
【０１２７】
　別のポリ尿素組成物を、表１における実施例２の処方から生成した。アミンの当量に対
するイソシアネートの比を、１．０８であると算出した。
【０１２８】
【表１】

　本発明の特定の実施形態は例示の目的で上に記載されたが、本発明の細部の多くのバリ
エーションが、添付の特許請求の範囲に定義されるような本発明から逸脱することなくな
される得ることは、当業者に明らかである。
【図面の簡単な説明】
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【０１２９】
【図１】図１は、本発明の実施形態による複合物品であり、この複合物品は、一面上にコ
ーティング層を有する金属箔のキャリアフィルムを備える。
【図２】図２は、本発明の実施形態による複合物品であり、この複合物品は、一面上にコ
ーティング層を有するプラスチックまたは合成紙のキャリアフィルムを備える。
【図３】図３は、本発明の実施形態による複合物品であり、この複合物品は、一面上にコ
ーティング層を有し、他の面上に接着層を有し、そしてその接着層上に保護層を有するプ
ラスチックまたは合成紙のキャリアフィルムを備える。

【図１】

【図２】

【図３】
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